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住吋ｾｾｾｾｾＮ｟｝
(  1  )  

現在わが園の嘗商している危機の一つは国民経

済が縮小再生産過程にあるというこ主である。

住宅経済もその例に色れない。致時中からつづ

砂られて来? こ喰いつぶし経済が、今もつ Y いてい

る。消耗戦争で生じTこ450 高戸の住宅不足に劃し

て何の有効な充足針策がおこなわれていない ｴｾ け

でなく、刻々の老朽とヒンパンな火災、震風水災で

多量に損耗してゆ〈住宅の補支さえ困難である。

わが園の恒常改築所要住宅量は最低年20寓戸、ま

づ30高戸と計算されているのに、終職後 1 年宇の

聞にたてられに住宅は、誇命のみじかいパラック

を含めて ＴＰｾ 戸にすぎない。しかもその建設速度

さえ現在では維持出来かねる現献である。

此の住宅経済の縮小再生産過程にと Y めを刺す

には、無論全国民経済の復興. その蛾大再生産過

程への護足を必要とするが、併し同時1こ全経済の

復興過程の中で住宅問題のもつ重要性の比重を正

し〈みとめることが何よりも必要である。国民生

活をギセイとして軍国主義的登展に狂ホンしてき

た過去の我固には、合理的な「住」の要求を無践

したやり方が普通とされてきたが、このあやまっ

た住居観念を根本的に 7二、き直す必要がある。つ

まb新日本再建の正しい護展のためには、働〈人

k の居住紋態の正常な回復と改善が最も必要な4条

件であることを巌繍にみとめねばならない。そし

てこれを宜現するため、一刻も早〈一貫した住宅

政策の方向を定め、これをおし進める思い切った

手をうつこ主が必要である。

(  2  )  

ぎつ k 考え? こだりで‘も

( 1) 目前の資金 e 費材の制約に肱惑されない不燃

都市の建設

( 2) 都市の無統制鋭雑な設展を調和める形にもつ

て行〈都市の計苗的建設

( 3) 資本主義枇舎の宿命である住宅問題を解決す

るための住宅経憐のi仕合化・日| 織的

( 4) 技術的経済的に手工業的封建的な古い建築生

産の機械化合理化による飛躍的改革

といつに重大な目標がぜうして色確立されねばな

らない。そして、その着手として

建築生産の改革の基礎となる資材生産面を鏡充

する基礎工作. 建設事業に艶する金融問題の合理

的解決、住宅供給に劃する園家資本の全面的注入、

建設費・家賃・生計費等をめヤる住宅経済の根本

的fこてなおし、市街地私有制度に童話する重大な修

正、なぜは直ちに着手されねばならなし、。

なかでも住宅建設に必要な基礎的資材の生産増

強に閲する方策、都市の合理的再建計苗の完成等

の積極的危劃策企共に、市街地・特に擢災地の計

識的再建を可能にする土地使用植の牧公、土地投

機を抑制し都市蛮展の思葱を人民のものとするに

めの財産税評債を? 起賠とする土地増慣税の設定、

住宅の全面的不足に基づ〈局部的主主窮肢を打破す

るための居住紋態平衡花の各種措置の断行、及び

住宅経済の建てなおしのための家賃平衡設、飴裕

住宅設等の新設、なぜは今直ちに着手されねばな

らぬ緊念の封策である。

私はこのうち特に最後者、つまり「佐宅経済」

の面に必要な針策について以下簡単にのぺTこい。

(  3  )  

住宅の薪建設を最大限度念速に押しす h めるこ

と、ぞれが完成するまでの相嘗長期間に既存施設

を最大限合理的に枇合的に動員する方法主講令る

こと一一現在の佐宅針策はこの二つに要約出来る

が. これをおしす〉めるにめにはあらゆる面のお

膳立てができていねばならぬ。そのうち従来しば

しば見落されているのが住宅経済の面、住宅が生

産され流通し泊費されて行 t 循環過程を推進して

ゆ〈経済的な面である。

現在貸家住宅の家賃は昨年わづかの修正がみと

められた Y りで昭和14年以来の枠に釘付付 iこされ

ている。ところが敗戦後急激に進行したインフレ

によって、現在ではタパコー箱にも相営しない家

賃が多い。ところがこれらに劃して「戟災者をみ

よ」といったたぐいの奮来の封建的非合理的放感

情論で片づげている人が非常に多い。

家賃がやすい ｫ いう亡とは結構 ｴｾ Ｇ ，。まったくわ

が閣の人民は粗末な住宅に比し高い家賃を背負わ

されていに。併し、問題はそれが合理的な基礎に

1  



? こっ低家賃であるかぜうかといふことである。も

しそれがそうでなかった訟ら、家賃を低めること

はそれによってわれわれみづからが人聞としての

住まいを替 tf 擢利をホーキしていることになるの

である。そして事責我々はそういうベテン iこ引っ

か、っているのである。

家賃が他の物債に望号して低いということよりも

賀は新に建築されに住宅の正賞な i京算上要求され

るそれとはケグちがいにf!f :" 主い長ところに、よ

り大きな問題のあることを見逃しではならぬ.

(  4  )  

本嘗に低物質政策を押しとおすための低家賃政

策ならば、新建設の住宅にも同じ様に家賃をやす

〈出来るような何等かの形の国家的補助が必要で

ある。昨年 3 月の金融緊念措置によって生活費に

5∞園の枠がきめられにときも 2. 1ストのさい物慣

践で作成し? こ 5人家族1300困の生計費にも. 共に

坪 3. 5 聞の家賃が基礎に伝っていTこ。最近一躍安

結をみた官公努の給奥平均額1600圃では乞う友っ

ているか知らぬが、鈴りこれとは襲っていないだ

ろう。ところが、 4分3厘の低利資金の融通念うげ

るとしても 1 建設費時2000国の住宅で・は家賃はそ

の6倦の20薗とらねばマイナスの慈善事業になる o

建築費が昨今の様に6千園、1高臨となり更に 15倍、

20倍となる。

殿前わが園の都市住宅の 8 割はレイ細な小貸家

業者によ b供給されてい? こが、これでは誰も建て

得ない。結局住宅をたてることの出来るのは高い

建築費でも結構もうかる資本家. 新国成金、ヤミ

ヤ? ごげである。? ゴから昨年末まで建つに40高芦と

いう住宅も殆ぜすべてが庖舗住宅か持家でゐって

貸住宅の如きは公共圏程・住宅瞥圏が? こて? こ雀の

涙ほ 5 のものだりであっ? こ。

併しペラポーな高い家賃の住宅でも、家がない

のTゴから借 h主は押すな押すなのとり合いであ

る。そうした高い家賃の住宅が大イパ P で賃貸借

されているところに、い t ら警察的統制の眼を光

らせても合意のヤミ取引はグク生せす・にはおか

ぬ。そのヤミ家賃がゴー慾た家主のフトコロに入

って多少でも住宅の再生産〈修理や新投資〉に向

げられるのはま? ごい、方で 人のい〉家主の家に

すむ借主の中には他人に輔貸して植利金といふ奴

を横取 b し、浪費してゐるものが多い。つまり嘗然

2  

住宅経済の中に流れこむべきものがほかに流れ出

てしまって、住宅経済は荒慶するばかりである。

現在おこ左われている低家賃政策は何等積極的た

イミを持? こぬのみか、この様に住宅経済を荒駿さ

せる悪意にみちた政策である。

もし坪 3. 5 困の低家賃政策を押し通すの念仏

最低の数字で 1 戸嘗12坪、年40高戸、を建設する

として坪単慣 6 千囲の場合年額 274 憶力補助金が

必要である。 22年度の橡算にそんたものは見嘗ら

たい。つまり低家賃政策は人民をあざむ〈一種 J )

ベテンでゐることがよ〈わかる。

(  5  )  

270億という金は国民消費20∞億 (1人月2∞圏、

8ω0高人で1920億〉の 13. 5%1ごから別におさ' ろ〈

程度のものではない。

問題はこれをぎういう形で住宅の建設に流しこ

tf かということである。

積金として国家にとりあげられたもの冶中から

国家資本として住宅建設に投資される。この形は

資本主義枇舎につきもの〉住宅問題を解決する

「住宅公営」の方向にそうものとして最も推賞さ

れる。

同じ〈税金の中から支携われるが、各位宅経営

の採算のなりにつ様に補助金として交付する一一

これは始めの年度は交付金が少〈てすむから財政

的負鎗は少い。併し資金繰で建設がそう促進され

るとは期待出来ぬ。

これらの方法b; いづれも不可能なら進んで高家

賃政策を計盤的に採用することだ。つま h 国民

生活費金として国民の手に渡される生活費の中か

ら住居費として個々の住宅経費の中にその経営採

算が成ｾ 1こっ額だけ流すシステムである。といっ

ても自由集ま〉にするのではない家賃としては

その利用度により新奮住宅の家賃が千衡するごと

く家賃水準を全睡的に合理的な高さに引きめげ

る。但しこの方法 ｩ こは必す・次の手ｾ併用せねばな

らない。第 1 は賃銀俸給の基準を家賃の値上り分

f ごり引きあげること。背の位宅に住んでる人々の

住居- 費は現在せいぜい生計支出の2. 3%であるか

ら家賃引上げの合理的告余裕は相嘗めるとみてよ

い。第 2 は奮い住宅の家賃引上げ分のうち手数料

金除いた大部分伝家賃宅街設として牧公いこれ

を新建設の資金及び奮住宅の修繕費補助にまわす

ことである.

第 3 の方法が最も手軽であり、叉住宅投資のた

めの閣家資金堂蓄積する手? ごすりともなると考え

られる。

(  6  )  

S余裕住宅投. その他の鮎について更にのべ? こい

が、紙撤も大分超過しにのでこの濯で打ち切る.

- 1947.  O.  1 2 -
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29. 地 方 連 絡 跨

線

鍛

和

ヂ

工 場

穆 校

3 G . 配 給 抗

日7. 翼民族住宅く中居 4 階〉

38. 中 毒E 校

39. 39 ｾ路線

4Q. 狽 身者住宅( 高居7階、

41 . 小 感 校

42. 環 状 線 〈 妓 来 線 ) i  

43 家 庭 住 宅 ( 中層 4 階3 1  

44. 奈 頁 線 i

45.  6 奴 路 線 i

46. 大 鍬 線 ・ 阪 和 線 1

30. 省

:lJ .  ブ三

ｾＲ ，阪

ｂｾＮ＠ ; l  v  

:日 . 寧 輔

3iろ . tl 、

南直公館地区設計案説明書

本案は堺筋の縦貫する寓居すアイス・ピル中に含まれたる会

館地監察にして、ほど長郷橋以南の運河に固まれたる地減を選

定した。

高唐古アイス・ピルは 15階にして中心筋のニ棋に於ける 1. 2

3階を宅なる公館にあてた。

上階は本匿 の商業的性格に基曹、之れを事務用の空間とした

連絡及び通勤交透の手段とし τ 建 物 の中央部を貨〈二層の交

通路を設け、上暦はトロリーパス専用路とし、下居は人及び自

動車の交通路とした。

叉名・建物の爾側面1k.r;. 中間にも道路を設け西方の商業地域と

の使をはかった。倫ほ商業地主者ーは 8居にして‘ 1. 2.11階に商底、

上階に住骨宅配とり、アーケード式とし 3 階床面に歩道を設け旦

っこれは陸橋をもヲて高居オ 7 イス・ピル K 連 絡ーしてゐる。

高居オフィス・ピ ｊ レに於ける駐車場 ｦｴ ‘各建物ｾ北側〈中間 〉
の道路・にはさまれた場所どした。又上下交通は中央官11に 2ケ防

及び雨側面に設けた。

高居すアイス・ピル群と運河に閏まれた地域をもって、ホテ

ル、会合堂、展示官官を含む一大緑地とした 。

建築面積( 涯面積〉

17000m
2

警 察 署 2400m
2

6.000m
2

稔 務 署 1200m
2

ＲＴＰＰｭｾ 憶結局ＧＲ ＴＰＰｭ Ｒ

1200m2

展 示 館
8300即 2

:1(l OO四 2 保健所、売院 17000ro
2  

f 病棟ヲ含 I

‘〉

公館地区商積、高層オフィス・ピ fレ中に倉まれる故不定

緑 地 面 積 7000.om
3  

ホ テ ル

公 曾 堂

ｾ役所

勧 告 事 審

市民館及図書館

5  
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公館地面懸賞園案・審査所感

.....除、A・・・・・・・縄・・・b‘ A岬・‘・ー・崎刈v・・・・崎凶・‘・b ・・・同・・・・・・・b・・・ ム ー-

方 針

新日本、新大阪の建設のにめには. 問題は今日

でな〈明日にある。明日のことは希望・野心・理

想等々の可能性であり、極言すれば美しい夢でゐ

る。夢は言わば天来だ。そういう天来の夢を、言

いかえれば天才的宰想を、如何にして明日への約

束とするか。審査判定の困難は、草に美し V ' t 観

照することにあるのではな〈‘ その質現の可能性

如何にかかっている。ヒボクラテスは「生命は短

〈、製嚢は長い」与いった語につづげて「試には

惑多〈、判断は難い J e 教えている。

安全で確質なことは今日 Ｑｾ 。或は￹Ｇしろ咋日以

前のことでなげれぼならぬ。ぞれは試験す、みの事

柄であち、判断色ま? こ一定の規準に使い得る。共

所には完成と安心がある。しかし、同時にそれは

固定と慣習の世界Tfb 結局一種の老境である。が

ここにクラーク博士の“ Young men!  Be ambi .  

tious." という語伝思いうかぺょう。これが老先

生の言葉だったということを。

希望と完全と合致しにものはあり得ょう。が、

それは理論としてであって、事責は、希望は不安

と結合し完成は固定と結合する。そこで、ギリギ

リのところ、雨者のい十れをとろうかとなると、

止むな〈んば私ば不安をおかしでも希望をとりに

い。これが結局、審査の方針であり、従ってまた

判定の標準であった。

ここで、私事にわ? こって相すまぬが. 私は先頃

審 査 員 瀧 海 異 弓

の「建築雑誌」に一文を寄せて「昼中! こ樟閣をえ

が < J と題したが. それは端的に「空中に廊下を

架ける」こと? ごとし1':. 。ところが此度の図案の中

に、空中に廊下を架VJ1こ質例の多〈に接していさ

さか顔まけの形だった。

審査に嘗つての態度は抽象的には大要以上の如

ｕｾ 。この方針で進み、その結果が成績判定とし

て兵糧牝されにまでだ。従って上述のことは園案

全般にわたっての概評ともなるわけに。が、なお

念のため次に園案にますする各評を、自分のメモに

忠責に一一敢て. に〈まれぐちまでも一一述べて

みよう。

寸 評

〔南匿の部) OE) について

地域と建物とを統一ある盟系にまとめている賠

を推す。夢もせめてこの程度までは質現 S せた

い。が果して何時のことか。ある人間当て日〈

「こういう線、ガラス張 bの建物なさ' 質現の見込が

あるか」と。答え て日< r画面は却ってラク 1: か

ら設計ならば今日中にでも、? こだし質現をお急: ぎ

ならばソピエトあ Tこちへ……」。

〔天王寺直の部J ( 卯) について

豊富な準設と異常た努力との上になる特色ある

作品1: 。しかし、その内容? ? 盛 i! {rこめには、あの

地域は狭すぎに。その上に精力的な製園カが却っ

て不統ーとも見えるような密度を招来している。

スピリツト・オン バレードは今や盃にあふれて

L、るー一一

佳 作 審 査 評 佳作臨商ｾ表，、紙面ノ都合上割愛機テ見矛掲載スル議定

( 晶) について ( 剛) についで

モダンでスマートで賞現の可能性も十分といふ この程度のこ色ならば‘ 既に質現していに主て

見込1: 。が ともするとこれは戦前すでにドイツ 驚〈に嘗らぬ。鞍前の注文で出来ていた意匠一一

ゐ? こりの何所かの町に質現 してい るのではないか あるいはむしろ衣裳ーーが職争で暫〈陳問。最近

Zいうような錯覚が起りそう行。雲の模様もドイ 蒋ぴ取り寄せてみると‘ 結構上等‘ 否常套として

ツ風かなぜいう入炉める。因みに附記する一一{ ー 通用するという感じだ。

消防署前の塔のある自動車庫の位置が‘ 平面固と ( 正) について

透視固とでは少し〈いちがっている。 新しいつもりかも知れねが‘ 統ーがな〈て全担

( 按〉についても が何とな〈ガサついている。試作の模型をあれこ

地勢が生き τ いない。習作の陳列。モダンのよ れと並べて眺めているしいつに感じだ。

うで質はマンネリズムだ。いつにい日本は、今第 ( 花) につい て

何等園? ごっTこか一一 プランを見ると建物の軸が互に少しヅレている

( 冠〉につい て が‘ 乞 ういう方針か不審である。この「昼中」に

ぜうも複雑怪奇 Ｑｾｯ 私はふしパン根サク節に白 架りTこ道路の床は‘ この庚きでは‘ 7こY その下に

あわ昔、んば‘ という 漢土の語 を思い出し? こ。さて 官余計な「中宰」をこし民え Tこにすぎない。それに

敷地は上海あ 7こりか‘ t: が今時高射砲陣地でもあ 融ガラス張りの建物もごんなものか。書記候の費調

るまいが‘ と言つに感じのデザインだ。 で花色時には狂い換〈という感じて。

9  



j 都 j 市) 復 ) 興 ; 論; 文

11強て本都大阪市復興の一助を目的と川底府市朝日新聞批後援の下a

に懸賞募集し? 津波二稿を掲載する審査の鰹雌概時て前説委即日

明 日 の 都 市 復 興

準入選者

1 序 文 一 一 煤 煙

伊 藤

但し Sー煤の飛散限界

H - 煙突の高さ

Vl 一地上風速

甫

α ー高さと風速との闘する常撒で、

114.5といふ値

g 一重力の加速度

k ー煤の浮遊カに関する常数

私は此の論文によって、復興せられる将来の都

市に新奇な色のを提案し或はさ調し、又或はそれ

を期待するものではな〈、むしろ至極卒凡な都市

を想定し、従来の都市計輩を劃象として之を理論

づり、或は批判し修正して結局は之を擁護してお

る様な立場を色つ色のでめる。

又、私の能力に臆十る如〈、論旨はー貫したも

のでな〈甚だ断片的な小論、小研究を稽ぎあわせ

たといふだりのもので、或はま題にはそぐわ

ぬ ー参考資料に過ぎぬ程度の表現しか出来

ところが之等の敷値のうちで ・ 、 ｫ だけは未 Ｑｾ 調

べられた例のない敷値であるので、之を簡皐な質

肢をやって測定をして見? ニ結果、粒予の最色大き

な色ので0.6から粒子の小きくなるに従ってkが大

ぬかも知れない.

更に叉、此の論文中に取扱ふものは都市計

壷の理論、都市の科身長といっ七内容を持つ色

のであり、従って近畿に拘ら今、紳戸大阪の

名稽が文中に散見するとでそれは一例とする

に止まる盟のものであろう。例へば、煤煙は

大肢の表徴の如〈ではあるが、大限のみのも

のでな{ 、工業のいん振に伴ふものであるこ

とは今夏言ふまでもないであろう. 此の煤煙

を観察するのに、煙突から飛び立ったその粉

粒は風によって飛散するが、ざこまでも一度

に飛ぷ色のでない一躍風下のざこか、地上

或は屋根上なぜに落ちにものが再三再四風 iこ

よって移動し、非常な遠距艇にまで散布する

こと じなるのでゐる。

そこで、一度に煤の落ちつ〈距綾を理論的

に求めて見ると、風が水平にのみ吹〈正仮定

する‘ と煙突の高さ、地上風速、煤の粒子の聞

の関係式が失の様に組立てられるのである。

s=主主+ 1 位(1-.. 一江瓦)

α + 1  ＢＭｊ ｧ 、‘ｾ ， 
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き〈た b、花粉様の極徴粒のものがおい、ふ値が

えられ、それ以上微粒の志のは杢集中に露散消去

してしまうので、地上に洗降して* るもののうち

では k が23といふものは先づまづ最大のものと認

められた。こういう k の値によって計算をしてみ

ると第 1闘の結果になり、煙突の高きが30米のと

き煤の飛散眼界というものは地上風速の76倍とい

うことを知ることが出来る。

そこで・、「煤煙の都」大限の風をしらべて見る

と、その風向、風速の各月別早年平均は第 2 固に

示す通りで、一年間の平均は風向賂々北、秒速は

3米である。従って前記の煤と風速との闘係は‘ ー

煙突が30米の高さの場合煤の飛散範囲は風速の1

V

倦から
76倍であるから時々 50米か ら230米の範園

という計算になるわけである q つまり、煙突から

ゴt:

k t革Z3
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第2園大阪の見別平均風向風速

日米乃至 230米の範囲に最も多 t 煤が降る。しか

し、時? こま 20米の風速の日なさ' は、遠〈は 1 粁字

にも飛ぶといふこ主ができる。

きて、ぞれマは都市計霊的にはさ' う之を解決じ

うるかといふと、一旦沈降し? こ煤を吸牧或は定着

させて再び舞ひ昇り移動することを防ヤには、出

来ればその沈降の範園を水面か緑地にすることで

あろう。然し、工業地帯という一群を援ふ以上‘

煙突群として考へねばならぬから、質際上は地帯

の風下の 2 3 0 *以上のところに水雨、緑地を帯M

に配することは煤がそれ等より風下に移動するこ

とを防止し得て、都市を清浮に保つことが出来る

であろ弘と考へられるのである。

勿論、煤煙の防止は、工業の電化や少〈も燃境

装置の改良が根本策ではあろうが、明日の都市復

興は次掌に述べる様に、その速度と質が要求せら

れ、極小I i 土地を如何に合理的能率的に利用し而

も都市生活の安寧秩序を充分に保つことが出来る

かの問題にか〉っており、この様に都市計霊の面

でも従来の様に翠なる外見上乃至は経済的な観念

にのみよることない科書展的な考究がなりればな

らぬと思う。

2  都市の人口吸引力

都市が人口を股引する事質は今更論をまにぬ色

のであるが、私はその引力のメ戸ターを考・へるの

である。而してその国土計霊的及効用を述べる。

既往に於げる都市人口は概ね、その工業地帯に

よって吸引せられーにといふも過言でたく、今後。と

ても都市はその工業地帯によって人口を吸引し、

養ってゆかねば走らない。新? っこ地方に相嘗に工

業地帯を遁成するのが理想であるとしても向、既

存の都市工業地帯は有利であって吸引力が大事

〈、叉工業立地 Ｎ ｾ交通運草食なぜの経済ムから

も先づ、之を生かしてい〈のが得策に相違な

い。つまり賞績をいかじていく，のである。

では、工芸〈地帯の人口吸引力どは何程のもので

あるか。引 )) のメーグ戸を考へるのである。そこ

で私は、女の様主主算定によって、その地帯の面積

が都市人口の一人を吸引する能力であるとする。

l!p，ち

1. 工業地帯が工場のみが存在して他の業態の

ものが混在せ今、従業員はこの地帯外iこ居住す

るものとする q

2. 商庖は直接生活に必要のもののみがじの都

市iこはいって来る。従って商庖面積の縛J和は都

市人口に比例するもの主する。

3. 都市生活に必要の限度で交遣業、公務自由

業、その他の有業者がはいって来る。従って、

之等の従業者数も都市人口に比例するものとす

る.

と偲定して一つの関係式を組立てる。

λ = α N  
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但し A ー工業地帯の面積

N ー吸引人口

α 一人口一人を吸引する面積

f 一工業従業員一入賞り面積

。ー河川、水路、道路、公園、畿道用地

等を除い? こ真に工場の敷地として利

用せられる面積の全地帯面積に劃す

る割合

6 ー全人口に劃する有業者人口の割合

1 ー商底面積の全人口に劃する比例常

数、即ち人口一入賞 b商底面積

S ー商庖 1 戸嘗り建築面積

P ー交通業、公務自由業革干の会人口に封

する比例常数

そこで、之等の数値を尖の様に定めて α を算出

してみた結果、工業地帯が工場によって専用せら

れるものならば、その面積27平方米につき人口一

人といふこ主が知れに。これを私は工業地帯の人

口吸引力の物差しと考へ? こわりである.

。ーそのヱ業地帯の土地について夫々4条件が逮

ふが‘ 概数としては O. 伍

d  - 2 とする。験しに大医府統計書をみれば

大民市昭和 5 年度の調査が約 2. 1 とある。将来

は女子も働〈から多少数値金大き〈して置かね

ばならない。

喜一商庖と人口との闘係については、人口一入

量り商庖間口として0.5尺(0.15米〉といふ設. 戸

数として10戸に劃して商庖 1 戸 k いふ設なぜが

ある。こ〉では後者により、 1 c J ，ヨ蛍り平均人口

を4人として算出すると 0.023といふ値になる。

P - 3 0 %とする詑をとる。験しに大阪市の昭和

5 年職業別人口統計書では34 %であるが、大限

市の貿易港としての性格を考へると、 3 0 %は受

賞の数値ど息ふ。

f 一之は工業地帯の蓋間人口密度であるからそ

の地帯に存在する工場の規模や建蔽率制混や‘

従業員敢によって算定すべきでめらうが、概数

としては、建蔽率制限を四割とした場合 1 入賞

ち100平方米( ヘクグール嘗り人口密度100人)

と見てよかろう。〈但し1人嘗り建築面積を30平

方対対呈度に見てゐるのであって、昭和13年に於
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て堺市で行つ? こ:工場調査では、工業地域遁格工

場の建築面積は職工 1 人嘗り 24平方米である。〉

担、以上の様に求めた27平方米といふ皐位は工

業地帯を純粋と見? こ場合であるが、質際には相官

他の用途の志のが混入するので、

| エ 揚 の 占 有 率 | 都 市 人 口 吸 引

地 帯 種 別 | く%')""'"" I  車位仁卒方米〉

工 業 専 用 1  0  0  2  7  

管 沼 工 業

来 指 定

7  0  

5 0  

3  8  

5 4  
ぐ文、は紐工業〉

と考へることができる。つまり、工業地帯と一口

に言ってゐるものを三階級に分け、夫 h の人口吸

引力のメートルの目盛す求め得fこわりである。

併し、工業地帯の人口吸引力を即ち都市の人口

吸引力と見てい、かはt r : .1ま疑問が残ってゐる。紳

戸、大医の様に港湾- l : 持ο てゐるものでは、港湾

にも亦人口が吸引せられることは明らかである。

そこで、同様の考へ方で港湾の人口吸引力を調べ

ると、関係式は次の様に組立てられに。

JJ =  s N  

ｐ 一三土ｾ｟［｟ＭＨ ｟［，Ｋ｝ＭＩＩｾ＠- 4 ー{ ー+ ] - ) H  
w l す ¥S '  A)S 

但し L 一港湾岸壁の延長

N - 吸引人口

S 一人口ー人を吸引する岸壁延長

ωー荷役従事者一人嘗り一日平均荷役能

力で 4 噸とせられる

W ー岸壁延長 1米営り 1 日 平 均 積 卸 量

で、 3噸とせられる

S、L d、P一前述のものに同じ

之を前と同様計算を行ふと戸は 024米と求められ

る。つまり、港漕岸壁が人口を吸引すると考べら

れそのメートルの目盛は岸壁延長として24セ ン チ

が箪位と友るわげであるが、試みに大医の有効な

岸壁が10粁の延長を教べれば約 4 寓といふ都市人

口を之によって吸引・して居ることになる。が、こ

の数字からみれば港湾の吸引力は工業地帯のそれ

に比較すると問題にならぬものであって、都市人

口を代表するものはやはり工業といふことになろ

つ。

戦時中の職度、慌災による死亡と、覇基戦後の復

員蹄還、海外引揚者の流入によって、今我閣の人

口の上に非常な護勤が生じ、従って従来の統計に



よる自然増加率的推定が無意味の 色のとなってし

まったので、経掛安定本部では、昭和21年度の人

口調査にもとづき麗 k の科墜的危検討を重ね? こ結

果として、昨年の 8 月に昭和251f迄の人口推定を

蛮表した。ぞれによると、昭和25年の人口は 7.91

9.6 高となるのである。

そこで、昭和25年以後、出生死亡が一躍正常の

扶態に落付いて一定率の自然増加をするとして

( 事責は我園の人口増加は戟前既に下降欽態にあ

り、英園なぎと同じ運命を ｾｲ こさＧるものとの見界が

多い) 50年後を推定して見るのに、その場J日率を

鰹情安定本部推定の昭和25年度の1 . 0∞人につき

ＷＮＴ 人といふ値を採って見ると昭和 ＷＰｾ 三で ＱＰＮＹＵＵ 高

の人口を擁する計算に j よる。

この人口を食糧自給の面から考察すると、現在

既に自給不能である のは勿論である が、今後も農

耕地面積の増加は徴 ?々 こるものであろう か ら、こ

の50年後の人口を完全に養ふ食糧は、相官量を海

外に仰がねばならぬことも亦言を まつまい。現在

我か園土の農耕地は、1 . 800高ヘクタールとされる

が、職前の人民 1 人嘗 り所要農耕地面積は 850坪

とした ので、こ の割合からは、即ち園民の食糧事

情が職前の量にまで快復するためには、我が園土

の自給食糧は人口 6. 350 高を養ふのがせいぜZいで

あるといへる。よし耕地に一割! の増加をみにとし

ても 7. 000 高を養ふことか出来るに過ぎない。徹

底的に耕地の造成をやるか。即ち、山をならし‘

海面をさE立て 7.; か。之は言ふべ〈じてなし得るこ

とではなさそうである。ではその他に士宮牧の方法

でもあるか。これ叉劃期的な色ののない限り 5割

に近い増牧をうることはむつかしいものと思ム。

こう観じきたるとき、やは b食糧の補維は海外

に仰ヤに如かす、、それには相嘗の見返物資が必要

である。我が国土には周知の様に之に営てるべき

費源は皆無といってよい結局、鞍前もそうであ

っTこ以上に工業製品によるの他に途はない。よ〈

この方法をイギリス園にならうといふ人がある

が、質は完全に遣う のであって、我園の工業製品

主いふものは、生糸及絹織物、木工品、陶磁器類

なぎはよしとして、他は殆んぜ全〈主要原料を轍

入して之を工業的に加工する いは Y 加工の技術

と努力を版る色のなのである。( 陶器なぎにして

も良質の抽棄は総入していた〉従って原料に封し

ても之の見返りをしなければなら令、叉その製品

のー貿易の販路もイギリス園の援に易々にるもので

ないまことに困難な競争場裡なのである。あら

ゆる4条件が職前とは問題にならぬわるいものであ

ることを覚悟せねばなるまい。併し、困難なこの

詮のみが蔑されたものであって、飽〈までも我園

の将来は工業立固に相違ないのでゐる.

一方農業は何程の人口を色って生産を績げるこ

とができるかといふと、可耕面積、職前に於げる

経皆上の必要面積から農業者ヱ入賞り農耕地面積

は1. 0∞坪とせられるから、我圏全農耕地について

は人口5. 必5蔦を必要とするわりで、将来 1割の面

積 場J日を見込んでも 6.000高となり、線人口からそ

れを除< 4.000寓以上のものが農業以外の生産、特

に工業への配置につかねばならない。従って之等

の大部分が都市に牧容せられねばならぬことにな

る。今日、失業、擢災、引揚なさ・による所調浮遊

的人口を蓮がに定着させて、能率よく生産に従事

させ、将来増加する前述の様な人口を牧容して健

全な新日本を建設してゆ t ニとは、一つ lこ都市復

興の速度とそしてその質にか、ってゐるといふも

過言ではない左思ふ。

そこで、都市の工業地帯の復興が重要な御] を

演令る。我園の工業地帯は244.463. 240坪の普通工

業主 49. 859. 014坪の未指定とがある。そのうち近

畿プロックでは59. 647. 812坪の普通工業、 16.613.8

45坪の朱指定が分布してをり、前者は全園の 2割、

後者は 3割を占めてゐる。前記のメーグーによっ

てその人口を吸引し養って行〈能力を測って見れ

ば、杢園で5.167 人であり、近畿ではその時々 2割

6分の1.317 ; i ; となり、充分将来の過剰人口を吸牧

して新日本の原動カTこらじめること志可能なわけ

である。

因に、大阪の工業地帯はそのうち 609 寓を受持

づ能力があることを附言しなげればならない。

3 生 活圏

工業地帯の人口吸引力は宜際 ｩ こは、翠なる面積 ｲｾ

けで測ることはできないか亀知れぬ。都市といふ

保件や質績に於て確かに吸引力の勝るものがある

と信ぜられるが、なほ工業地帯の質や種々の環境

的な保件による甲乙のあることは勿論であるか

ら、都市としてはなほ分充交通運職、水利なさ? の



諸施設に改良をなすと共に、地帯内の純化、

つまり工業以外の色のを排験して、提供せら

れる工業のための便宜や諸施設を経済的に能

率的に活用しうる様に計ることは必要であら

う。

ところで、 ・担工業地帯の吸引力が護揮され

でもその人口を包容する都市にその能力がゐ

るであらうか。能率の よい生産主、無職のな

い生活の所場でありえょうか、が問題である.

喧味、不潔が‘ 交通難、住宅難等々と績々露呈す

る、所謂都市の欠陪が、都市の膨脹と共に愈 h ひ

ｾ｜なるのでは工業地帯 め 人口吸引 ｬ こ即躍して人

口吸牧ができないと思ふ。

そこで私ば大都市を裁ってみる。都市は生きも

の 1-: といふ。確かに都市の複雑な有機的主主組織

は、都市を生物と艶比して観察することの明快

き、表現することの便宜さを奥へるものである。

大都市になる程その感は深い。従って私は密接に

生理襲や組織惑がある様に、都市に都市生態壊と

でも名付けようか、そういっ? こ色のがあってよい

E 思ム。そこに都市計霊に於げる都市の諸種の欠

陥に劃する方法が、臨床壊に於けるそれの様に生

まれ、理防器製に於ける それの様に確立されるに

遺ひない。

先づ、都市の構成組織をみる。二大別して勤務

地帯と居住地帯とに分けられる。大限に就いて言

へば、勤務地帯は舶場島之内一帯の業務中心地帯

ゃ、此花直、措置、大正直なぎの臨港地帯の工業

地帯がそれであるが、之を時々中心として居住地

帯が取ま伯てゐる。居位弛帯は細胞に似? こ組織に

たってゐるものであって、そのー細胞に相賞する

ものを我々は生活聞と名付けてゐる。言は Y 単位

小都市であって、人口は 5 f - 誌の程度で商業的小中

心を持ってゐる。細胞が接主持ってゐるのに酷似

してをる。大阪では、上六とか阿部野とかL、つ?こ

地方的な商業地は皆比の細胞の援であるのであ

る。

私は今、理論的にその生活闘の模型を描いて見

ると第 3 闘の通 bである。即ち、道路の交文黙と

か交通機関の停留所とか交通上の要黙を中心と

し、歩速にして15分程度距離にして 1; _ 1. 5粁の所

謂等時総がその外縁であると思はれる。第 3聞の

模型では 1粁としてをり、この場合共の諸保件 t
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多喜 3 鼠 生 活 闇 夜 盟 国

sって計算すると、即ち

1. 道路、公園なぎの非利用土地を4 0 %とす毛

2. 宅地面積は1戸営1 ) 50坪( 170平方米) とする

3， 1戸嘗り家族主主4人とする

4. 商庖間口は生活圏の人口1入賞り 0.5尺(0.15

米〉とする

とすると、生活圏の人口は 2.8 高、商業地域 は路

線地域のとき( 上左闘〉 交叉鈷から延長印O米づ

、とつに各道路の南側よ集園地域のときぐ上右閉〉

方形のー遁300米となるのである。

居住地帯はこの生活圏の集合謹であるが、生活

圏相互には交通機関や道路によって結合してをる

のみで、他の生活上の関係は殆ん 5 ないと 言 って

いｾ 0 消費生活のー上では夫々猫立してゐる のであ

る。生活閤は結局夫々が勤務地帯と密接に結びつ

いでゐるのであって、それを道路や交通機関が紐

の佼割をしてゐるのである。或は叉こう表現をし

ても f ぃ。‘ 交通機関が細胞に針する毛細血管の役

割j をじてゐると。

4 等 時 三 角 形

都市交通機関は都市の血管である。そして都市

を支配してゐるものが都市方通機関であるとも言

へる 0 ・都市の大君、都市の形態、ひいては都市の

人口包容力を支配するのである。

それでは、如何にその支配力をｾＡますかが問題

である。私は生活聞に於け ると同様に、その等時

線を考へる 6 即ち、交通機関による等時繰は自宅

から交通機関の停留所迄の徒歩時間色、停留所か

ら目的地の停留所迄の交通機関の走行時間、目的

地の停留所介ら目的地迄の徒歩時閣の三段となる

わげであるが、周知の如〈交通機関は概ね勤務地

帯に集中してゐるので、一臆目的地の停留所から

目的地迄の徒歩時聞を無践して考察じてみる。即

ち、等時錦上の一騎から目的地の停留所迄の時間



を一定だとする丘ら、次の関係式が組立てられる o

Z 十三十 = T

v  v  

但し y 一等時線上の 1地酷から停留所迄の距

離

v 一歩速

x ー該停留所から目的地の停留所迄の距

離

V ー交喜機関の王子均速度( 停留時間や費

着のための減速なｾｾ色合めに平均

とす右。〉

T 一典へられる所要時間

そこで、之をx 、y を費虫色して、その他に共の

様左翼史値を奥へて圃示すれば第 4 固となる。

v 一路上測定の結果通勤時の歩速は 1分間に 90

米とする。

V 一路面電車の場合、 1分間に納米

パスの場合 1分間 iこ却O米

郊外電車の場合、，1分間に印O米

T ベ直勤の場合は30分程'度が理想であらう。之

でも往復の通勤に要する時聞が、勤務時聞

を正味 8時間としてその 1 割 3分になる。

此庭では泊分とする。

ま再4置 毒事時三角形の周

固に於て、 0 が目的地の停留所で、 6 をOから僻F

綾れた所にある停留所とすると、この交通機関が

路面電車か、パスか、或は郊外電車かによって停

留所からイ、ロ、ハ、の距維に、夫. . 1 < - 30分の等時

線があるので、道路網が格子形だと前に生活圏の

ところで示した援に、国中結線で示しに等時線に

たるのである。そこで・、この= ホ 9、= ホ12、 =

ホ18の様な三角形を私は各交通機関の等時三角形

と名付げよラ。この等: 時三角形こ 4、交通機関の

支配力を測るメーターであり、都市の種々の問題

の一つの鍵では左いかとさへ思ふ。

例へば生活圏は都市内交通機関の路銀に滑って

描かれる等時三角形の中に形成せられ、都市の大

きさはぞの等時三角形Qプ尖端を限度とするb 都市

交通機関が都市郊外に扱張せられて、 .等時三角形

の尖端が突出すれば、等!時三角形の形に従って都

市の成長を見る。或る人は之を「ヒトデ形」の成

長とした‘ 文例へば郊外電車が郊外の開護を屡々

するが、その郊外都市は郊外電寧の等時三角形の

範囲 iこ於て登展をすると考へてよい様である。或

は又地債や家賃、物債 l二至る迄、等時三角形 iこよ

って解揮できる色のが多いと思ふ。

5 都 市 臨 商

都市の様相は建物の儀相である。そして建物の

様相は叉その敷地の地債を反映してゐるといふ事

責に私は着目する。l ! Pち、大限に於けつる撒場あTこ

りの撲に、高居建築物のしっびする土地は往々

にして地債の高いと乙ろである。そこで、建物

の高き、つまり階教と地債との関係主貸事務所や

アパ戸トの経替に劃する採算上から考察してみよ

っ。

即ち、土地賃貸債格は賞際の地代. 家屋賃貸慎

格が家賃に一致する色のとして. 次の如き閥係式

を組立てることができる。

.... .，. Y  1 + 1  

』ーっr ・，Z' ; ( l - k - j) - C X

1- r m _ ! _  1  

C = mー とy m . 戸三ご

- - ' 1 - ) "  ム ーr

但し N 一階敏

Y ー殻地の坪嘗り賃貸債絡〈年額〉

α ー建蔽率( 費地面積に聾する建築面積

の割合〉

1 ー土地税率

k ー建物稜寧

Z 一家屋坪嘗り賃貸債格( 年額〉

1 一家賃に劃する管理費の割合

X ー坪蛍り建築費

r 一年利率

mー資金償却年数

この式が表現してゐるところでは、建物の階数

は他の僚件を同じとするとも土地の賃貸慣格従

って地僚に比例してを h 又建蔽率に反比例する

ことも明瞭である。

試みに. 土地家屋の各税率を大原市内、の場合に

15 



って建物階数少採算上から考察したが、叉建物の

階敷によって地慣が動かされる場合も多いのであ

って、建物階教と地債との関係は相罰的なもので

あるといふことである。叉前記の様に建物の高さ

大阪 市のー断面に於け る土地賃貸債格圃

〈毒ど位閤〉

第G鼠

が建蔽率に反比例するので、建蔽率は地債と同じ

様な効果を及lます. 建蔽率は人鴛的なものである

から、間接的ではあるが人鴛的に、地慣を動かす

方法の{ つであろう。

あてはめて見ると第 5園の園表を得る。参考のた

め此の間表の使ひ方を設明してをこう。例へば地

代 200 閤〈坪嘗り年額) . 建築費10. 000 回 ( 坪営

ω. 家賃400囲( 坪嘗 b年額〉、建蔽率 0.8とす

るし先づ地代を家賃で除した値0.5 を算出し、圏

中のその目盛と建蔽率の 目盛の 0，8 とを結ぴこ の

延長の中央の線 との交黙を求め、共に建築費

を家賃で除した値25をその目盛にとって之と

前に求めた交貼 とを結べば、闘中に破線で示

し? こ様に して階数 4 1 ' J : ることを知ることが出

来るのである。

ところで大限のー断面に表れる各直に於ける現

行の土地賃貸債絡の平均が第 6 聞に示される通り

採算上の殺少限階数を見出す計算国表

( ; f i ! i 会J l I . 債を使五、〉

第[ ) 国

都市の呼吸はラッシユアワ戸であろうかo

朝に来 h、タに蹄って行〈ぞ の波は呼吸であ

れ脈動正も見られる。その波は人口密度の

波でもある。つまり佐居地帯主考ャると、日

中は人聞がぐん と減って しまふ。皆が勤めに

出てしまふからである。ぞれが夕方から朝迄

は叉ぐんと増える。人口の大部分がこの地帯

にはいうて しまうわ けである。ぞれに反して

勤務地帯では日中は非常な密度であるが、夜

になると場所によっては殆ん乞人策のない様

な所もできて来る。ピルデインダ荷や重工業

地帯たぎがそれである。乙ういふ人口密度の

増減が‘ 毎日潮の満その撲に週期的 に繰返へ

きれてゐるのである。

ところ が他面、 道路や交通機関はその都

度極度の能率を蛮揮せねばなら 1i い。極端に

言ふ なら、ラッシユアワ戸に於ける道路や交通機

関の能率こそ都市の能率であると思ふ口

ラッシユアワ戸にがげる道路や交通機関を我々

の身恒に於ける無道に聾へるなら、勤務地帯は正

に肺臓に 相嘗する。そして又、吸気と肺活量の関

係 を、ラッシユアワー の混雑が勤務地帯の容積に

関係せられるのに嘗骸めうる様である。即ち、勤

務地帯の事務所建築なぜの高度が、前面道路に於

ける歩道上の混雑さにさf んな饗化を生ぜしめるか

について考' ^ ' てみよう。

先づ、歩道上の混雑さを表はす? こめに、通行密

度

r:::;， 

出4ラ題6  

持

1

r

o

α2  
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手事

Q3  

。s

。，
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ならfft

ti 

過

て

品

晴

晴

下

h
v
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、1. ¥命

、1主

¥ V ，司

、.lr ¥O

I99 

¥¥-' 1 

"  '5 

dr 

であるが、此の聞は又各医の建築物の採算上の高

さを表している のである。 即ち、東ｒ｛ｾ八階建と

すれば南直では五階、北匡では三階といふ風であ

そ。

併し、此底で注意を促し? こいことは、地債によ
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度といふ色のを考へるのである。之は通行者が通

行中に各自に占有する歩道上の面積で表はす ζ と

にした。そして歩道幅員と建物の高度と通行密度

の聞の関係を次の式として組立，てた。

α f = 全主主笠- ・ hr

dl (1一件 ) o - Ti 

但し αr一通行密度

t ーラッシユアワー の縫積時間、

ぐこ〉では30分とする。〉

A ー勤務者一入賞り床面積、従来の

統計では4.1 卒方米とするも、こ

〉では5平方米とする。〉

v r . 一通勤時の歩速、( 測定の結果より

1分間に90米とする 〉

d 一道路に商す る建物の奥行、 ( 20 

米とする〉

1 ー勤務地帯長さ( 電停間距離主し

て5∞米とする〉

併一通勤者の自動車利用率( 通勤者の

1割は自動車を利用するとする)

戸一通勤者の通行方向に闘する補正

( 1.6 とする〉

S ー建物連婚の程度に閲する楠正( 0. 7 1:

する〉

bf 一歩道幅員

h ー建物の高き

以上の括弧内の鞍値によって計算をすると第 6 闘

を得られる。これによると、歩道の幅の 2 俗の高

きを限度とすると通行密度は 6.9平方米3倍とする

と4.6平方米である。

きて、ぜの程度が通行密度が最小限であろう

か。つまりそれ以土混雑では焦々して来る、堪ら

ぬ左いふ限度を知る必要がああ。大阪布内で種々

の通行密度の採集をして見ると、御堂筋の採集で

は 6 平方米程度で、非常に官余裕があって策持のよ

い通勤掻りであった。大江橋上では混雑で、比較

的にい、と思はれたも のが 3 平方米程度であっ

た。これは通勤ではないが、心粛僑の人出盛りに

は正平方米以下のものもあっ? こ。大韓 1 平方米前

後である。先づそういふわけで、 3 平方米程度が

最小限、 6 " f . 方米あたりは良い方であることがわ

かっ7こわけである。即ち、3平方米では前の間中に

I  2  3  4  

通行密度け〉

くZ をrキ〉ー，

破線で示した様に、歩道に針して建物の I笥さを

4.5倍程度として場合であるから、建物の高さが

それ以上に高くなったのではラッシユアワーに以

歩道 Eが混雑に過ぎるれ、ふことになり、徒らな

都市高居論者への一つの警告となるもわである。

このような理論は叉自動車の利用者による車道

上の混雑さに就いても成立つから、同様の式ぞ組

立て、見るし

向 4色AV a s _  ba  

- 一一dl Oo .  - h  

但し均一自動車の通行密度

Va一自動車の速度

αa/ Va一自動車の性能、運特技術より米

秒の車位で6.8が最小値であるの

で之左採る

ba . 一片側の車道幅員

其の他の数値は徒歩通勤者の場合におな

じ

となるので之を計算すると、建物高さは片側車道

の 2. 4 傍となることが解る。車道が南側の歩道tこ

挟まれてゐて一つある通常の道路では建助の高さ

は車道幅員の1 . 2倍が限度である。

従って歩道と車道とがある主要街路ではその南

側の建物の高度は、歩道幅員の4.5倍と片側車道

幅員の 2. 4 傍といづれか小さい方を採用して之をT

g

・

7

6

ち

A

1

3

0

 

h

j

歩

盈

巾

ロ

か

す

五

イ

L

・

建

払

仰

の

合

同

さ

第7園建築高度と通行密度

"  7  

17 



限度主ずべきでめる。

叉以上の様な通行密度に於て歩道と車道が均衡

を保つためにはその幅員の比が

br _  1一件、 J 吋 すa

ｾＭＷ 一・五一守子

でなければならないから、歩道の幅員は片側車道

幅員の 2.6 悟なるときに合理的である。従って従

来の道路構造は歩道が寧遣に比して小に過ぎ、ラ

ッシユアワーの混雑のー原因 となってゐるに相違

ない。

7 閉 塞 型 建 物

都市の人口也容力を増大させるにゆ都市を高居

化せよといふ。建蔽率を強化することは建物の高

居化を経済上から促す。ラッシユアワー の交通量

は高居化を担むが. 道路や交通機関を立盟化 い

道路は二階三階の道路を附設 し、交通機関を

高架総に設けるなら、高居化色可能である。

では肝腎の建物はぜうして高居化するかが問

題である。

で、従来大建築物に採用されてゐる閉塞形

即ち中庭式を考へてみる。倒防先づ下の通

b とする。

1. 建築物は閉塞型の平面と し、隣接致地には全

ベて岡高同形の建築物が連婚す るものとする。

2. 隣接建物との間隔を、そ の金物の一階に於け

石原度が必要最小限を保ち得る程度とする。

3. 中庭の南北の幅は 、北側の椋の一階に冬季 日

照るらし治るべき最ノj、限の程度 とする。

4. 建築面積は奥へられた建蔽率( 建築面積の敷

地面積に封する割合〉を超えない色のとする。

こういふ僚件で高居化すると穀地はどう利用し

たらばよいかを考へて見ると、先づ致地ーぱいに

南北の棟を引離して日開上必要な中庭幅を? と b

ヨえいで東西の椋ｾ建蔽率 ｬ こ誼合する様に引離す。

こういふやり方でい〈とさ' の程度 まで高居化し得

るか、を問題として致地の南漣の長さと建築物の

高さとの闘係の次の様に求め た。

D = Mh + 2 h  

B = 一_ _ B

去 M一平

但し D ー殻地の南北謹の長 さ

18 

B - 閉じ〈東西遁の長 3

h - 建物の高き

b - 建物の幅員 ( 20米〉

α ー建蔽率 (0.7)

M及N- CとK に関する常勤

C 一日照よ必要な中庭幅の建物の高きに

劃する割合で2.5とする。

K - 隣地境界線との距離の建物の高さに

到する割合で0. 065 とす。

この式を奥へ? こ童文j直によって計算すると第 7 闘の

通 hでゐる。敷地のあらゆる保件の場合がBI s‘

DI Dの夫々二 曲繰の間にある 。これによると高さ

第S姐 E設地' Ol竜と建物. の i向き

o.! l - - - f  トー←｟ Ａト ＭＡｾ !  ?一一今

言o 6 0  7 0  3 0  .90  i CO 110 120 130 t何 I回 来

SE- 地 時 ゆ

が20米以下では南北謹が東西港より長〈、 20米よ

り高〈なると 東西謹が南北遁 より長〈なる。従っ

て高居化の震には直劃割をと南北に長〈とる必要

上主要街路を南北に多〈通し、東西道路ばu ' しろ

補助的なもの主すべきである。併し、敷地の経済

といふ結からは、建物の高、きが2砂終のときで、こ

の場合は90米角である。同居化にしてもこの程度

が標準であろ h 勿論この場合直劃割をその僚政

地主して用ひるのである。

8 ル ー プ 型 高 架 線

都市の死命を制: するものU都市交通機関であっ

た。従って交通機関を? してその機能を充分に蛮揮

せしめるそ の配置の遁正か否か、を問題じしなけ

ればならない。

先に. 交通機関の都市支配力について論じたと

ころの等時錐の関係から l峨 kな配置方法が考へら

れる。第 8 圃の上に示す様に、都市の道路網が修

子型をなしてゐる場合は. 徒歩の等時総以方形と

なるので、等時錐を重ねて行〈ことにより都市内



のあらゆる地賭より. 或る一定時間内に間的黙に

歪l膳できる隊に考架することが出来るわげで、共

の一例として同園アに示すループ型の配置を器げ

る。即ち、列車は大国より中関へそれから小田! へ

といふ風に. 一系統で一種のじゅん環をなし、破

訴で示す別のー系統に乗換えることによって、目

的賭P に渉径をとることが出来るわ けである。高

速度高架繰の一案として提示する色のである。

それでは配置の合理化だりで. 大都市の交通間

停9国交遜機関配置の理論

ti 
?  

題は解決し得るか。そうはいかない。今一系統の

交通機関はその勢力圏内に何程の人口を擁するか

を等時錐によって考へて見るのに・第 8 園上によ

って知れる様に、一系統ｾ利用する範園の面積は

最大限が そ¢等時錐の面積の牟分といふことにな

るであろう。即ち、閤内の人口密度 ｾｲ すると

人口 n は攻の式で示される。

11=t J VVr E2 

但し v 一通勤時の; 歩速 ( 1 分間90米とする〉

v - 交通機関め平均速度( 前掲の数値を

。用ひる〉

T 一通勤に要する時聞の最大限 ( 305予と

する〉

そこで、 r を1 ヘクグールにつき 100 人主して交

通機関各種につ.き計算すると

路面電車 121.500人

パ ス 162. 000人

郊外電寧 243.∞Q人

となり、ラツシーナヲ F にがてその 4 分の 1 が30

分間に稔詮せられねばならぬとすると・各交通機

関は一系統毎に夫々 3 高、 4 高、 6寓を負推させ

らることになるが、例へば路面電事 1 華が 200 人

を載せるとして 150 蓋を要し、ぞの王手隔は臼秒 k

いふ到底不可能の数字に到達する。之を? 救ふ定

は、閉じ等時錐を幾種かの交通機関が共有を?

する・所謂並行線によることであり・賞摩も

今日それがなされてゐるが・よりー居の強化

が必要であ h 常根本的には勤務地帯の分散

と勤務者の住居の各自 の勤務地帯への近接が

出来れば之に越したこ主はないの結局この根

本策こそ大都市の交通雛問題を完杢 i二 解 決 い 大

都市肯定への示標f こるべきものではあるが・現賓

としてはやはり、言ふベ〈しでなし難いものでは

ある.

9  結語ー復奥都市の模型

以上敷章に渉る私の都市王製論を綜合し、こ、に

復興都市の模型を摘さ・その質際への臨用として

大限市の場合に言及しようと思 i 、。1! Pち、

1. 勤替地帯主住居地帯とに大別される。勤務地

帯には工業地帯や商業、業務の中心地帯が含まれ

る。大阪市では港湾の改造整備計霊に感じ、その

臨港地帯主榊崎川下流活‘ 岸地の幅 5∞乃至1 . α糊と

の部分? と専用工業堪帯として特に主として重工業

の立地とする。叉般場、島之内の商館地帯. 中之

島・大医減附近に一括される商業・業務の中心地

帯を・叉措置に於ける港湾、.倉庫地帯を、 いづれ

もこの勤務地帯に含めて考へるわりである。

2. 土地利用上の用途純イじをする。

工業地帯にはなるべく工業以外のものがはいらぬ

よう、商館地帯には商業以外のものが叉住居地帯

には住居以外の志のがいらねよう、特に各地帯の

能率、安寧・秩序ｾ害するものをゲ排除するのであ

る。大阪市の場合. 前記の工業専用を設Wる外・

19 



結場島之内の主要街路に沿ふ部分、 1或は2街直を

商業の専用として、工業に於げる海にも比ぶべき

沿道の能率を極度に登揮せしめるため住商混滑を

さげる。公館地匿なぎも同様に純化する。之は都

市の美観上からも背かれるところである。

3. 道路の主要なも のは概ね2 - 3粁間隔として‘

東西、南北の格子型に配置するが、時により、あ

まりに率調な直線道路をさげることが必要であ

る。叉目的に鹿じ交通と運輸或は遊歩と用途上の

分離をする。

4. 特に高居化の必要ある直域では、主要街路を

南北に通じ、国劃割に考慮ぞする。

5. 勤務地帯に近接して、 集約的な住居の地帯を

設ける。即ち勤務者の住居の近接化を計るもの

で、大原市 i二於ては、前記の各専用地帯に固まれ

或は隣接する部分に共同住宅地医長屋地直を設ゆ

る。特に前者は 5 階程度迄高居イじすることによっ

て集約的土地利用を期すのである。

6. 商業地帯の建物の高さは20米 を 標 準 と す る

が. 中心街では一部、前面道路幅員の 8 割程度超

高居化する。倫高居イ白の必要があるところでは‘

2 階道路とい上階を歩道、下階を寧道といそ

の道路幅に鹿じて高居化する。

7. 工業地帯は幅500乃至1. 000米とし、都市の風

上に在る場合は地帯の風下に遁嘗幅員の縁地帯主

設ける。

8. 住居地帯はそれと勤務地帯とを結ぶ交通機関

の等時錐を以て; 構成される。ルーフ・型高架線が設

けられる。大阪市とすれば、 外国は西淀川、此

花、港、大正各匡の時々中央の主要道路交文黙を、

湿り、内聞は般場. 島之内の商業地帯の西よりを通

る二重の色の、その交黙は大阪城の東 .とする一案

がある。

9 住居地帯は別に. 1乃至1:5.粁の径の生活圏を

以て構成される。生活圏の核は生活圏面積の15分

の 1 とする。大限市に於ては略々 30佃を教へる。

10. 郊外総の端末地黙の生活圏核は地方中心を

形成する。その面積ば一般生活圏綾の 8倍 と す

る。

11. 工業地帯の都市人口吸引力はその地帯商積

27平方米ぐ工業占有率 100 %の場合〉に 1 人を基

準として求められ、ぞれに封しその都市の人口包

容カを算定し、ぞれと之との差ｾ衛星都市に分播

zo 

させる人口正する。大医市の工業地帯は 600 高を

吸引すe る能力が4うる色見られ、之に謝する都市包

容力は 250高 を充? こぬ。残りの 350 寓は大限市の

膨脹、衛星都市の形成によらねばならない。

12. 外延交通機関は衛星都市を形成い大都市

の勤務地帯よ Dの等時錐の範園に其の大都市の包

容力が披大せられる。 1 棋について 9 高を限度と

考へられる。( 等時錐の計算では24禽を限度とし

たが 1 列車 3輔連結として 600 人を載せ・1 { [ 隔を

5 分とした職選量より、推定しfこ。 J 大阪市 lご於

ては 350 寓の包容力を讃大しようとすれば39本の

外延交通機関が必要であろう。現在の約 3 倍の強

化である。

13. 公園を各所に設置するが、 4 本の主要道路

に固まれる部分、つまり前記修子型の自に嘗る 方

形の部分を 1校直と い こ の校直毎に 1箇の小公

闘を置〈。叉都心部 lZ美親或は記念的庚場を数箇

所設げて、都市美主市民の慰柴の用に怯: { t ら れ

る。之等は特に大肢の将来としては甚? ゴ必要なも

のと，思ふ。公園は今日既に指定を見? ご色のは、大

阪城に隣接する部分約22高坪の大公園を初め 20箇

所あま bがある。

担、本論を結ぶにあたり、私の感子るところ

は、本論が明日の都市復興の前提として 都市が

工業の技術と勢力の量の吸牧によって再建し、登

展をするとしたが、ぞれ等の質については忘却の

態度をとって衆fこ。ところが結局之が残された問

題である。都市に於て何をつ〈るか。如何に良質

のものを、如何に廉慣につくるか。之が販路を決

定じ、蹟大し、工業の護展、都市の人口吸i伎とい

ふ順に本論の筋に乗って来るわりである。再建設

上とは言ひ乍ら今日の混沌? こる経済扶態、園民生

活の事情の申からは、そういふ何物をも掴み得な

い、言は Y 龍を重いてその青を入れ得ぬ憾みであ

る。従って、本論が都市計霊の一理論、都市の科

事のー働といった抽象の世界のーべつをでも表現

し得? ことしたら、まことに幸ひであって それ以上

を望むものではない。

情、本論中の数字を、引いては本論自瞳を時々の

うちに支配してゐるものに建蔽率といふ土地利用

制限があることに注意されねばならぬ。その建蔽

率は敷地に封する建物の面積の割合で、本論に於

て想定してをるところは左の通りである。

商業地帯中特に専用的なところ 7 害IJ

工業地帯特に専用的なところ 4 割

住居地帯中の普通のところ 3 割

ぐ完〉



一 - - - 者IS 市 復 興 論 文 2 ・

都 市 復 興 の 理 念 と 構 想

特に地域 ｴｦｩＡ Ｑ の ｊｴ ｾ豊 的複 層 化一一ー
と 濠 境 の 整 備 と に つ い て

準入選考 新 田 イ申

一

1 都 市 復興 の 理 念

いま新し〈民主主義の世界の中にふみ出し? こ我

々は、自由主平等の民主社合建設の輝しい出費黙

に立ってゐるのであって、明日の文化圏家への期

待は現下の混沌? こる組園の現賀によって何等消誠

するものでiまない。 10年に及ぶ歴史の動範の結果

日本園民に最後に輿へられに銭鎚の激 しさは、今

我々がしみじみと瞳験しつ〉あるところであり、

そして荒塞たる鹿壇と化しに街を うらぶれて倒皇

する、苦情と悲しみに充ちに日 本人敗余の姿には

っきりと刻まれではゐるけれさi 、紳から奥へら

れ? こ敗戟といふ痛棒によって尭醒させられ? こその

精紳の基底には、新生への胎動が高鳴り、恒久的

平和園家創建への強き意志が底流してゐるのを見

逃すこと出来ないのである.

芦でこの誤れる戟争の償ひとして日本民族が園

際社舎の純良なる協力的成員と 3 ・h、世界の平和

主人類文化向上に寄興せねば主主らぬといふ世界に

劃する責務を果すために、日本人として如何なる

建設的行動がとられねばえにらぬか。ぞれは我 k 一

人一人が新しい感魔と健全な る民主精紳を把握し

て、狭いながらも美しい風土の上に豊かなる文化

枇舎を打立てることによって始まるのである。

文他国家として恥ない買. の文化は大衆が自己の

自覚と省察によって展開すべき魂の成長への努力

によって、その深い魂の臭から生れると云ふ結に

於て、大衆の文化教養の高低は闘力の大小につな

がる もので ある。従ってその向上を計るζ とは国

家振興の根底を固めるものであるが、大衆が魂0 )

向上を計るにめには前提としてか〈の如き意欲の

生れ出す・る場所とその環境が先つ' 整へられねばな

らぬ。この黙からも都市復興は既往都市の再現で

はない新しい理念と 構想に従って新生すべきも

のである。

かつて都市 は一国の産業経済及び文化の中植的

結集。黙と して、 そのE 大友人口集圏の背景のもと

に大きい役割を登揮 して来fこと いふ結に於て、人

々は之に脱帽と讃美の言葉を奥へてそ の生長を菩

ん ｲｾ ものであっ＿こ。しかしながらそれが本嘗に硯

縞に値する存在であっ? こか否かはやがて明らかと

なっ＿こ。港大なる人口と密集せる家屋ｾ容し、無

秩序に膨脹しに都市に於て河濁した宰無と7 . k と失

はれた維の中にあヘヤ市民は、既存大都の功罪を

意識せ今にはおれなかった。そしてその醸す都市

環境がそこに住む人聞をして頚鹿的享楽に生命を

燃焼させた〈ては、生活衝動を確得しえない様た

人聞に轄落さすに充分であるといふことをもはっ

きりと知ったのであ った。 じがしそれが意識され

た時にはその禍根はすでに深〈、修正的都市計曹

を以てしては根本的改造にははるかに遠いも のと

なってゐ? こ。

ともあれ文化圏家に於げる都市の役割は、既往

都市がなしに如き大費本の利潤搾取場でも文一部

階叡の消費と享柴の場所でも左い。まして人間の

墓場と呼ばれるが如き生活力消耗の場所であって

はならぬ。新し〈復興す芯都市は一一農村は人が

土を通じて己の人間性を追求しつ〉生存の糧を生

み出すのに封し一一一そこでは人が人を通じて互の

人間性を磨き合ふところであり、その有する最高

の人間力の費揮によって人類文化向上への糧を生

み出すところであらねばならぬ。

多〈の 人k が指摘する如〈既往大都市 iこ存在し

たもろもろの都市悪が資本主義批舎機構のもたら

す必然の結果である以上、その基盤Tこる資本主義

枇合を改革せ、ぎる限り如何に都市形態念事壁化させ

ても所詮無益の事? であり、市民にとって最高の人

間力を護揮しうるe様、な生活活動身謹は現出される

ものではない。これは資本主義が疋代枇合設達の

一過程として果しに貢献金無視するわげではな

，21 



しその功罪ｾここに論じようとするものでもな

いが‘ ぞれが引績いて明日の枇舎をになうべきイ

デオロギーとして遁嘗であるか否かは再考を要す

るところである。とはいへそれは政治の問題とし

てこれから我々が長い年月にわ fごって闘はねばな

らぬ命題である。しかしそれは除々に切開かるべ

き茨の道であるにしてふ今にして高遇なる目標

を 打 立 て 蹴 に 立 っ て 賢 明 な 右 隅 ザ 見 透 し の

中1こ‘ 確固? こる自信じ理想と現笠をi I 明日さす叡

智とを持? こな〈ては疲弊主窮乏にあへぐ凪闘の再

興を具現することは出来Tよいのである。

2  - 般 構 想

しからば市民が日 ｫ の努働と休息ｾ通じて自己

の人間向上に務める場と努囲気は如何なる形象的

整備をなすことによJ って期待されるか。先づ都市

の構成の問題から入る。

都市の構成都市の大さそ強め規制せんとす

る企ては艇に彼のハワ戸ドの提唱せる田園都市に

於てその外周を公有地としての農耕地帯で取ち園

むことにより友されたが‘ 現賀に膨脹しっ、ある

大都市を緑地帯によって阻止せんとする企聞はロ

ンドン地方計番に護する。そして同じ憎みぞもつ

各国大都市は何れ色これにならって来? このである

が‘ 縁地帯のかかる抑制障壁としての力は資本主

義都市の前にはあまりにも徴弱であって都市環境

の連鎖性を分割する効果はあってもその膨脹を阻

止すること-は出来友い。これは資本主義都市の護

展性の根-諒がその経世機構に由来するものであ

り‘ かかる経済機構が人聞の自由主義的悉意にも

とする《利潤追求活動によって推進されるものであ

る限 h かかる自然的制約をこえて撹り遂に緑地

帯をもその中に抱擁するに至る。しかしながらか

くの如き都市の護展はそれ自瞳としては何等不都

合ではない。 l位それに附随する越多の銑陥要素の

費生が必然的であるが故に排取さｴＧｾるのである。

即ち都市のE 大化に臆じて均衡の。とれに都市経佳

乃至施設の経済的能率的充宜が宜際問題として伴

は左いから‘ 都市の適正規模会こえて過大化する

とそこに所謂都市悪が費生して〈るのである。こ

の限界は都市経費の合理性・ nd : 合文化施設の均等

性等の動から各論者によって Ｒｾ ‘ ＳＭＵ 寓或は

10- 20誌と補されてゐるが‘ 生産組織と消費活動

22 

に封する生活計識の鞘から草位都市圏の大きを人

口10禽と想定するならば‘ それぞ超へて膨脹する

部分は如何に鹿理するか。普通考ぺられるのは母

都市を中心主しに衛星都市群の形成であるが‘ こ

れは衛星都市が母市に劃する依存性の大きい黙に

於て微温的であり前述の如き中間緑地帯を併呑 し

て、連続化する可能性がある。よって高度の猫立性

を有する翠濁都市即ち住居と職場を直繋し互に依

存するー蓮の職種を過不足主主ドff すでる単位都市を

中心都市に結集して車位都市連合慢を組系せねば

ならぬ。現在の直は車たる行政単位にすぎぬので

ああが之を草位自治腫とする。

こh で我園将来の都市産業の有 b方について若

干考へて見るしもともと資源に乏しい我園が狭

少なる圏土の上に 8 千寓の人口を養ってゆ< Iこ必

要・1主食糧色物資は嘗然海外に依存せねばならす・

その代償として輪出王業の振興が計られねばな

らぬ。まして生産財生産部門? こる重工業が賠償に

よって剥j噴きれた後は園民の完全雇傭を維持する

には盤工業の復興にまつ以外には道はない o t:こ

ろで我閣の趨工業は低廉なる嬰働力を豊富に使用

することによって生産債絡を低下せしめ海外市場

に販路を獲得してゐ? このであるが、もはやかかる

方法で生産債格を切下げることは許されす・‘ 残さ

れた道は生産手段の技術的改善による質の向上と

生産組織の合理化により生産能率を高めることに

よって生産債格の引下げを計るこ主である。そこ

で生産設備の貧弱な中小工業に依存した甑工業は

大規模生産の形態に移 h 生産の設備と方法を近

代化し勢働の生産性を向」させしむべきである。都

市計苗的には工業地域に於て主瞳工場を中心とし

傘下協力工場を配置し一つのまとまった工場集圏

? こらしめる。そしてこれを各種工業別に各単位都

市を形成せしめるものとする。

次に商業はこれが自由主義的資本主義経済から

生れfごものであり‘ 費本主義がー居護達して猫占

統制的になるに従ひその存在的意義は稀薄となっ

? こ。まして世界経済の動向が完全雇傭を根底とし

て生産と消費の全域に亙って計苗主義を とらんと

しつつある現在‘ 商業組織がやがて都市固有の構

成要素とはなりええt < なるであらう主考へられる

し‘ 生産から消費への直接的にして合理的計茜的

なる流通こそ枇曾的見地よ b最も望ましレもので



ある。この意味に於て既往地域制に於りる如〈非

生産的なる商業に掛からぬ地域を興へることは受

賞ではない。

地 域 制 の 立 鐙 複麿 化 地域制度は近代都市

計苗技術のー前進であっ? こが‘ ぞれ対異に合理的

に且全市民のために。十分遁正に行はれてゐ? こかさ.

うか。往々地域制度、をし〈以前の経替者の既得権

擁護と見られるが如き土地の配分が見られたから

である σ 従って資本主義経済の護展に寄奥 しに程

には都市住民の利益とはならなかったと去へる。

地域制の本旨が健康・安寧・便宜及び一般の繭利

を目的とする以上、如何なる土地配分が都市に k

って且全市民にとって稿祉をもたらすものである

かをこの際再検嘗する要がある。

最近では地域制に於てその専用制を高度化する

方向へ向ってゐる。しかしこの狙ひが平面的単能

地域化を企てる色のであれば果して土地の集約的

利用度を高めることになるかぜうか。例へば商工

業専用地直や住居専用地直が殿密に規定されで

も 職場と住居とが同ーの意志ドおいて遁成され

なげれば依然主して朝と夕べには通勤者によるラ

ッシユアワ戸が生じ夜は暗黒無人の街が存在する

こととなる。この矛盾は平面的に草能化された地

域制を立謹的に積重ねて複屠佑することによって

解決すると信昔、る。即ち例へば高居建築の下階を

工場とし中階を事務用にそして上階をその従業人

及ぴ家族の住居となし地階を倉庫に嘗てるが如き

である。そして生産の或る工程告とその建物問で終

る様にする。即ち一方の口から材料が搬入されれ

ば流れ作業等の一貫生産方式を以て他の口から半

製品乃至完製品が搬出される。これは軽工業‘ 組

立工業等に於ては十分可能と考へられ‘ か〈て通

勤のために交通に梯ふ時間的・努力的・経済的無

駄を省き作業能率を高めることとなる。

交通の問題は過去の都市が悩み続けに問題であ

った。都市環境の外延的膨脹撰大を如何にしで阻

止し交通能率を高揚させるかと云ふ，技術的解渓に

関心じたので、あっ? こが‘ 資本主義都市の必然性は

都市計苗の技術的能力以上に成大であっ7こからい

きおい追認的計識に止まったのであった。しかし

都市昼間の立盤的複居的利用が企てられるならば

子商上を交錯しに交通は三次元的に解放されるか

らその肩掛宗性友被十るわりでゐ ち。か くて環境の

整備と施設の充賓が期せられ都市が平面的でな{

立瞳的に伸びるならば例へ同一の人口許容量を以

てしでもかへって都市面積は縮小する。これは狭

小なる国土を食糧生産に多〈の土地をあてねばな

らぬ我閣としてはかへって望ましいことである。

遺 路 道路計嵩は喰に交通のみ怒ら十上

下水道・ガス・電繁等の穀設並にそれによって建

築が制約をうりる等々を考へれば特に都市構築の

根幹をなすもの左云へる。

幹線道路網の配置に際しでは杢程系統色その浩

道及ぴ後背地の将来の性格及ぴ規模の遇措なる理

想のもとに充分科準的に決定せちるべきである。

町は道路をつげる事によって開登されるのでな

しその土地の本来の護展的性格の故に開護きれ

るのであって‘ 道路はその一促進手段に過ぎない

のであるから、その褒展住: の把握なしには近い将

来に必十組簡を来fこすこ L は明らかである。一一向

計番が箪なる計茜k しマ終り賓摘するときには既・0

に現賀にそヤはな{ 修正を謹ねなければならぬ主

云ふことは 明確なる理論 k それを裏付げる充分

な調査費料をもたね現代都市計醤皐の悲哀の現れ

である。 ，ー叉既設道路の損張が困難な場合は往々

その裏町に敷設される結果‘ 市街は近接して多《

の幹線道路をもって寸断されることとなり‘ 通過

交通念排除して直内の輝雄を保もその隣保性を確‘

立すべきであるといふ基本的要請が破られるので

ある。従って都市計茜の基構である道路計苗の巧

拙は都市組成に生命を興へるか否かの別れ目とな

る。以上は道ー路が土地効用より規定されねばなら

ないと云ふことであるが‘ あ 'る場合には道路よち

土地利用に封して制約がなされるのも交遁問題を

解決する一手段である。即ち嘗該地直内の道路面

積と居住商積或は業務床面積との聞に一定の制限

をなすのである。しかしこれは地直内の諸保件

が同ーの場合では可能であるが‘ しからざる場合

は特定の道路に謝して交通が集中するのは避けら

れない。

主首殺する道路の交通整i盟主? なすための基礎僚件

は交通彊の固有速度及び方向によって分離し 各

種交通流線の同一面交文を避けることであるが‘

我園の如〈歩行者・自持率・路面電車ー自動車等

交通種類が多〈且何れも重要な位置を占める場合

には 例ヘ歩車道・ J"tr，綾速車道の別をしても完全
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なる解決は困難でゐる。特に路面電車は市内交通

機関として長所もあるがそれ以上に依貼をもって

ゐる。今でこそ唯一の交通機関として駆使されて

おるが一一一嘗分この欣態は捜〈かもしれぬが一一

近い将来嘗然底止される運命にある。事費前阪に

経皆上の行十まりに達レτ ゐf こ事を著〈ても明瞭

である。従って今後の街路計識に於ては路面電車

底止の場合融通性のある如き割りつ りにしてお〈

べきである。もし贋幅員街路で専用軌道敷を設け

る場合はー側によせて鹿止後はパス専用車道とす

るが如き方法をとる。 ヨえに市内に於ては将来高居

建築の出現が議恕されそ の上甑越の如き 建物の立

憧複居的利用がなされると、中階にそう で歩道橋

を設けることは歩車道の立瞳分離となり交通能率

と安全が期せられ石。

高速自動車専用道路は市内では地下式( 場合に

よっては高架式〉とし郊外での高速ぞ市内でも維

持し得る様にし、工場地マは貨物専用道路となり

重交通を分推させる。

縁 地 の 新 意 義・ 既設の公園がー般市民の公

園としての効果を設揮するには遠いもので あっ

Tこ。公園を利周する人々は公園附近の住民か或は

共虚へ行〈時間的脅余裕のある一部の住民に限られ

てゐ fこ。従って公園が都市住民θ 生活に直接結ば

れてゐ f ことは云へ Tよいのである。事賞、大阪を例

にとっても全市公園面積率は非常に低いが直単位

に見ればかなり多〈の公闘をもっところも存在し

に。唯最も痛切に要望される密住地域に於て少い

といふ偏頗性が見られたのである。この様な緑地

要求度の高いところがそ の取得が困難であるとい

ふ理由でそのー僚に放置されてゐ? ごと云ふ事は、都

市生活に於ける緑地の債値に劃する認識が不十分

であ b従ってその困難をあえて打開する t: げの熱

意に歓いてゐ? こからと考へられるが、新しい厚生

線地の観念ではそれが市民一般大衆の日常生活に

直結し生活そのもの の中に浸透せしめ市民か ら疎

外せしめられた自然を匙らせてそ の中から健全な

る精榊と肉鐙を育生する 11生気11 を獲得するにあ

るといふことからしでもはや我々はこの事責に満

足出来ない。

人は自然ｾ通じて己の生命力を感得する。これ

はやがて人間性の追求へと深まるものであ b 人

聞の牟さを自売し、人間的行動へと護展する σ こ
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の自然を自己護現の客種となすといふことは自然

と人間の融合が成立した時始めて可能となるので

あるが、都市緑地にこの新しい効用を期待しよう

b するのは、都市 iこ失 iまれに回国営回復し閏圏と

都市の利益を集約せ宅んとし? こかつての周囲都市の

思想から前進して、緑地が保健性と共に市民の人

間性を豊か左らしめるといふ人間内部への教化的

意義をも認めたものである。

如何なる人間であらうと自然を憧慢し自然に愛

着を感じないものはない。これは人が自然の子で

あると云はれる所ー以であって我々が永久に人間で

ある限り遂に自然から離れることは出来ないので

あ φ 。しかるに我々は自然界の平衡を破 り都市に

密 集 し Ｗｋｾ 汚濁せしめ日光を生活 か ら逮ぎり煙に

よって宰策を汚してゐる。かかる不健全な生活環

境を持つことによって精紳と肉韓に封する好まし

からぬ影響を甘受してゐるのである@ かかる弊害

を除去し心身南面に於ける健康的な街をつ〈るに

は自然環境を生活組織に導入さす必要がある。即

ち普遍化された線地を杢市民に奥へ人々の行動す

るところ週〈線し? こ? こるグエー J レでお lまはんとす

るもので、」の緑地普通他、云ひ換へると住居と

緑地のー韓化は緑地計茜登展初期の緑地の散布と

は異なり、市街地内の公園緑地や個々の庭園を孤

立しにものと考へ十、都市の内容として一貫しT二

位合性を全て の綾地に認めて、日常生活の基地で

ある住居と職場から遊離してゐ? こ公園や生活に官余

裕のゐる一部の人々のみが占有 U七庭園を市民の

杢てに解放するのである q 但ここにいふ私庭園の

解放とは庭園私有の否定ではな〈その効用の祉合

化を稽するのである。つまり庭園の存在は唯にそ

こに住む家族の fこめのみならす・、その近隣に針し

でも効用を分つべきであり叉か〈あるべ〈構成さ

れねばならぬと云ふ意である。か〈して住居をと

りま〈自然環境の中で児童が母親が老人が絶日輝

〈陽光のもとで、楽しく遊戯をし散策し静思の時

を得るでゐらうし、職場をめぐる庚場では働〈人

人が運動に休養に活用するであらう。この様に都

市のあらゆる人々が日常集軽に利用しうる細胞的

小後地が都市の構成に従って系統づけられ、 E 隣

保枇舎の中心としての近隣公園の中に公民館の如

き地域協同中稜瞳を具へるならば、やがて新しい

批舎心理が芽生へて〈るであらう.



現在計議されてゐる各地復興都市計詣では緑地

面積の市明百積に封する割合は10% を目標として

行はれだゐる。こ Iれは古い都市の貧弱な公園面積

に比べると相官大面積の緑地が・取得され、叉建蔽

率の引下が思ひ切って質行されたならば都市の相

貌は大分費花するであらう。一一但この10%とい

ふ割合は厳密なる理論的根操か ら出? こものではな

〈世界の標準的と考へられる都市の所有緑地面積

から割り出されにもので、必要且十分なる最格量

を示すものではな〈蛍面の目標Tこるに過ぎぬので

あるが、しからば都市は如何程縁地を持つべきか

といふ問題即も自由空地〉しての領域は、土地の

経明的相闘性・立地僚件・都市として の棄落性等

を考へ、市民の生活過程の綜合的把握の中から引

出さるべきものである。一ーともか〈この様に結

地酉積が増大すると都市は織の海の中に浮ぷこと

となる。建物はもとより道路さへもにとへ 100米

の庚路であっても異に交通の用に供・せられるのは

そこに於ける交通が淀みな〈流れるに十分な最小

の幅を麗 し、他の大部分は植樹帯乃至道路公園と

せられるが故にかかる交通路は緑地内の苑路とも

見られるわりである。か〈て都市は農村と同じ t

自然的環境の中に牧容されことになるが、しかし

既に述ぺfこ如〈都市の職能は文化財生産であり農

村は土地生産であるといふ本質的相遣は依然費ら

ぬことは嘗探である。

f均都市総地のー浩成は天然風景の模倣や描窮に絶

つてはならぬ。自然を解揮し之を人震化し自然の

有する有形・無形の効用を利用せんと，する意園が

明らかに示され、存在の債{ 直が強調されねばなら

ぬ。そして風景のもつ;情緒のみでな〈思想をもそ

の中から汲みとる努力がな 3 れではじめて人工造

閣の義術的成功への道が聞かれるのである。即ち

箪なる田園趣味、を朝l市に導入しようとするが如き

感傷的・浪漫的な感畳がち出に色のではない都

市本来の文化景観と悶園の有する牧歌的風景の揮

然Tこる語調の頴現を意闘するものである。したが

ってそこでは自然美と人工美とは封立させられる

のではな〈、針比をなすものであり一睡として都

市美を形成するものである。

住 居 そしてか〈の如き自然環境の内に懐

かれ? こ個 k の生活集囲を戸ー町一近隣佐直一直一

市と所謂段階構成に従って秩序づり、地域枇舎の

確立と郷土性の確保がなされる必要がある。この

ことは住居を翠に調立しに個々の単位と考へ今、

地域協同溜を構成する要素となし祉舎の合理的護

展を期得する色のである。こ の場合近隣佐直の中

心施設としてイ哩校が注目されてゐるが、或は公

民館を中心とじその雨翼に小製校と穀倉をもつこ

とによって、住民の精紳的結集黙として完全する

のではなからうか。頁に封建的遺制をのりこへ生

活の民主化をなすためにはそこに新しい居住形式

の確立が前提となる。これは民主祉合形成促進の

重 要，なる一手段であり、新しい住居は個人の盆躍

を守り生活文化の向上を色たらす協同的批食生活

を推進するものでなりれはならぬ。そ の震に共同

住宅、集合住宅等が積僅的に採り上げられ、生活，

の合理化・能率化・協同化と共に住居水準の向上

が計られ、住生活の消費的管義と共に努働力再生

産の確保といふ生産的意義 6 亦認められねばなら

!r.l o  

綾地帯
都市環境の無制限膨脹を調整すると

いふ都市計苗的効果をねらって緑地帯設置の嘗初

の目的は賞然改められここに新し〈その意義が求

められる。 l¥l Pち緑地帯は都市を分割して隣保単位

を組成し、各車位直の潤立性を確立し限界づり且

相互草位直の有機的連繋帯として設置するのでゐ

る。

この網献にはられに縁地帯は主主して公国道路

及び帯紙公園並に生産緑地によって構成する。こ

〉で公国道路とは休養的交通の用口供せられる自

然的風致を具へた道路であって、休養と交通の機

能を連合せしめ個有の風景を維持し、思慮なき開

裂で損はれ? こ風景の自然の魅カを回復する手段?

ゐる。そこでは隣接地よりの直接的利用即ち採光

・温風又は出入に闘する私植は認められないから

かかる行鴬は制限せられねばならぬ o 文帯紙公園

は公園施設を有する帯欣の公共の土地で休養・運

動・遊戯等の康場や公共文化施設等の賞用的要素

を多分に持つにものを穏する。従って運動・休養

施設が不十分で且まとまっTこ地積の求められぬ都

己、部では帯* 公園は最も有効であり、周遊部の比

較的線地 tこ宮U ところでは自動車道・歩道・乗馬

道等主具 ｨ 十分に慎値のある風景をふ〈ん Ｑｾ 公園

道路が目的 lこかなふものと思ふ。

ヨたに大都市近郊の生産緑地は如何に集約的経費
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をなすも地代及び土地債俗の高率の? こめ農業経替

は困難であり従ってか、る都市的勢力の直接及ぷ

地域に封して何ら法的規制がなされないならば宅

地或は工場地として侵蝕され生産緑地の保組ほ困

難となる。故にこ、を緑地地域として指定して用

途制限をなす必要が生今る。かかる生産緑地の経

済的意義は老大なる農産物消費市場としての都市

に封し、特に謙菜供給源として重要である。角生

産緑地としては農耕地帯以外{ こ都市林としての性

格を色つ森林地帯をもふ〈む。かかる森林は唯に

市民に薪茨を供給するのみなら今、保安上或は厚

生的利用に大いに佼立つものである。今後はこの

様な都市林は事佼林とじても積極的に誼成する必

要がありこ の著書は皐校経皆上はもとよりー教育上に

色効果は大きいと思ふ。

都 市 計 蓄 の 民 主 佑 市民の生活基地である

色ころの都市の計苗は市民自らの生活経験iこもと

歩いて、をの手によって樹立されて始めて民主的

となる。現在のー都有計茜委員舎は個人的易匹敵経験

者を以て構成され、官製都市計苗を手盛る? こめの

翠怠る諮問乃至建議機関七るに止ま b、市民の総

意ｾ反映して都市計苗の定立を計る機関とは認め

られないσ 技術的研院は専門家にまたねばならぬ

か、構成委員には市に於ける各分野各地直の代表

者を以て主題となすべきであり、更に園土計醤及

び地方計茜で各都市相互φ覇市計識を調整するこ

とを前提として、現在内務太臣にある決定植を市

長にその櫨限を奥へるべきである。

都市計識が真に市民の理解と支持を得るためlこ

は嘗局と市民の民主的なる相互信額による民撃な

る融合がなければならぬ。か〈して始めて民主的

都市計歯が異に市民のものとして樹立されるので

ある.

かくて豊かなる人間力を生み出す母床としての

生活環境の形成によっておの予と過去の諸々の都

市悪は消滅され、その人間性を培養し、結集し而

。して蓄積された人間力を高揚させる如き都市生活

環境の形象的整備を計るのが真正な る積極的復興

都市計詣である.

之を途行するためには市民労祉合的・道徳的人

生視乃至幸縞感ココ確立即ち亦一面生活向上意欲を

指導し育成し推進せしめると云ふ社会政策が取上

げられる必要がゐると共に、都市精紳即ち都市郷
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土観念の育成の重要きが認識されねばならぬa

市民が低劣なる諦観を離れす・高き・1! i ' 想への希求

を懐かないならば、何時迄fこつでも文化国家乃至

文化都市の建設は克つかな い し、過去の市民二 明

らかに感得されヤこ都市的精神の稀薄さ叉は欠除は

都市の自治性に重大なる影響を奥へたのである。

これは市民の無自費に封する批難ではなく市民を

か〈の如i さもの? ごら L めた封建制の罪であると云

へょう。市民自らが都市に封する限りなき愛着と

文化向上への強き意欲を燃焼さすとき、はじめて

都市復奥は市民自らの力とその盛り上る熱情によ

b進展するであらう。混i屯の中から正 ，し〈蒋生す

るその復興意欲は回願的・低梱的であってはなら

す・創造的・進歩的積極性を堅持することによっ

て‘ 異に市民にとって幸繭であれ住みよく暮し

よ〈働きよい都市が展開されるのである。

3  復 奥 大 販 の 都 市 計 書 的 展 望

構 成大阪市は高度の濁立性を育する 19の

車位都有( 直〉よ hなる大連合都市 E なし‘ 一単

位都市の人口は平均10湾程度‘ 従って六仮聯合都

市の人口は 200 高と友る。

性 格 輪出向瞳工業を主瞳とする工業都市

にして‘ 貿易海運の中心たらしな。

車位都市配分便宜上直( 車位都市〉名は戟

前のものを用ふるも直界は改饗する。各翠位都市

はその従業者及び家族の住居部分を有するから住

居直は設けない。

商業直は〉東匡 ( 2) 西直 ( 3) 南区

文化j g (4) 住吉直東部 (5) 住吉区中部

軍工業直 (6) 西淀川直 ( 7) 此花置 ( 8) 大正

直南部及び住吉直西部即ち木津川尻南翼

題工業直ぐ9) 東淀川直東部 αの 東 淀 川 直 西

部 ( 11) 新淀川以南の東西淀川区( 12) 北直( 13)

旭区 ( 14) 東成匡北部( 15) 東成直南部 ( 16) 天

王寺直く17) 浪速区及び犬正直北部 ( 18) 西成直

港局直 (19) 港直

絵地許番 ( 1) 省線大限騨前より南海齢波欝

官官に至る間 御堂筋と西横堀筋にはさまれた地帯

を帯紙公園とする。この中に公館・公共文化施設

を配置する。巾3∞- 500米‘ 延長側午

( 2)  1 に連続して省総湊町爵跡( 慶騨 ι す〉よ

り高津榊祉に至る問、道l頓堀川「と千日献を ふ くん



で維地帯とし‘ その中に撤紫施設を配す. 幅おO

- 300米延長1 . 5粁

( 3) 大阪城公園より真田山‘ 高津宮跡‘ 高津・紳

枇‘ 生田紳枇‘ 寺町営ム〈み天王寺公園に至る縁

地帯‘ rlJ 却0- 500米延長制千

( 4)  3 に蓮績し天王寺公園より阿部野墓地‘ 聖

天山‘ 阿部野f神社‘ 帝塩山‘ 住吉紳酒: ‘ 住吉公

園‘ 住之江公園をへて大和川河口 i二至る綾地帯

幅 3∞ 米 延 長6. 5粁・

( 5)  4 に接続し帝壌山より高代池‘ 長居公園を

へて大和川に至る 巾3ω- 1. 5粁 長 4粁

ぐ6) 股ケ池‘ 長池をへて長居公園に至る

巾30即 快 長 2 粁

( 7) 毛馬よ b松島に至る淀川、土佐堀川、堂島川

水遜地(1 ・31こ接続〉片側の幅100- 300米 長 9 粁

ぐ8) 7 に謹捜し片町京橋をへる鹿屋川沿')11、こ

れは四保畷に至る公園道路とな石。

( 9) 北野‘ 扇町をへて中之島に至る幅150米一

400米 長 2粁

( 10) 按東線とそれに沿って森ノ宮東町から下

味原町に 至る市電街路聞を緑地帯とす 幅 150米

長. 4.5.粁

( 11)  10より旭光j伏に( イ〉大今里‘ 片江をへ

て生駒山に至る公国道路( 回) u ごら‘ 平野より

信貴山 lF至る公園道路( . . . ，) Ｈｴｾ｢｜ 中野より金

剛山に至る公園道路

( 12) その他千里山‘ 箕面‘ 賀塚に至る公園道

路。 そ公園道路の幅墳は50- 6∞米とする。

( 13) 先に空地帯として指定されにところを様

地地域として指定する

( 14)  Ｑｾｊ 紳崎川‘新淀川 ｬ ‘大和川浩津はＮ保安

維地とす.

( 15) 大公園として大医按公園 〈中央公園〉

天王寺公園ぐ慰業公園〕‘ 長居公園〈蓮動公園〉

東淀川公園〈運動公園〉を夫々蹟張しその他北港

海岸附近に海潰公園を設けれ

交 通 計 番 ( 1) 外環放線‘ 吹図よザ赤川町を

へて蒲生に至る貨物穂と放出よ h平野に至る披東

貨物線及び南海平野棋を連結して外環欣観とす

る. 現庄の城東線は西成線西九僚躍にむすぷ。各

枇線電畿は既計書の市内高速軌道に直接連絡しう

る如〈延長する。

( 2) 市内自動車専用道路〈イ〉奈良街道は f <

ｴｾ ら ｊ 附近で市内に入る一般道路と自動車専用道

路左に別れ前者ば寺田町に肉ふ。後者は地下に入

b天王寺省線掘割を利用して西走し〈城東棋は天

王寺癖以西も高架となる〉‘ 大園町五丁目をすぎ

て地表に出で高架となり‘ 泉尾、市岡‘ 春日出t

f専法をへて佃町に向ひ限利l海岸道路となる。この

間‘ 霞町・港直辰見町附近で市内一般街路と接穫

する。〈ロ〉堺市東部を経由する新庇和自動車高

速道路は我孫子にで大肢に入れ長他紙地帯を高

架にて北上し‘ 寺田町より城東線西側の結地帯に

入 h蒲生・生・江をへて淀川を渡り吹田に向ム。こ

の間‘ 庇南町・寺田町‘ 玉造・都島にて市内街路

と接視るす。 ( 1、〉本州縦貫自動車高速道路は守

口・吹田・豊中・伊丹をへて兵庫臓に入るものーと

想定し‘ その市内連絡路を守口‘ 都島ヲミ六聞及び

十三・豊中間に設りる。

建 築 計 書 内環紙娘に園まれに者li 心部は 7 乃

至 8 階建蓮繊共同建築とし‘ 1 ・2階を工場‘ 3 階

事務所‘ 4 階以上を住居叉は 3 階以下を商底ぞれ

以上を住居に指定する。建蔽率15%以下人口密度

ヘクタール嘗り 350 人程度とする勺

外環鉄線にかこまれた部分fま3 乃至 4 階建連続

共同建築とし‘ 1 階作業場‘ 2 - 4 階 を 住 居 と

す。建蔽都0 %以 下 人 口 密 度 300 人程度とす。

外環欽毛主の外側 は濁立叉は集合住宅とす。建蔽

率20%以 下 人 口 密 度 100 人程度とする 6

港 湾 計 需 大医港を後退せしめて河川港とす

る。 RP. ぢ正志ir.h川・安治川・三十間堀川・尻無川

. 木津川を悼法・市岡・泉尾・今宮を結ぶ環状道

路迄幅員 5∞米以上に撹張し、太汽舶の湖上を可

能とし更に之等の蓮絡運河を新設損張する。

( 1947・1・15)

御 幸 常 つ 知 事 公 館 や 青 嵐

ダ ン ス j  

l  夏足袋のさぎなステツプ担ろやかに !  

i  ダ ン ス 好 む 妓 の 単 衣 帯 胸 高 lこ i  

|  ステップをふむぺ〈裳裾からげる蚊 !  

j  帯 の 聞 に 扇 の ぞ か せ 踊 れ る 妓 |  

巣 や 踊 b 努 れ の 窓 に ゐ て j  

浦 上 社 人 j  
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「 成 長 す る 制 限 内 の 州 宅

設 計

岩 原 茂

偲 定

1. 家 族 若 夫 婦 と 劫 見 の 三 人

2. 敷 地 効 外 め 平 地 に 。して北側に誼路を有

す λ76坪 5 合の敷地面積

3. 1条 件 7Kl 草及燃料は瓦斯及電気の設備を?

有するものにして日常生活は椅子

式を好み将来制限が解除された場

合西側に和室六帖に洋室四帖宇の

書粛を増築 し? こい希望。

「

|

」

設 計 概 要

平面配置は将来の士宮築主現今の情勢から考察して

北側道路に近〈配置し南側に自給自足の白地から

菜園を造ります

建物の外部及内部は大壁セメントモ J レグル塗とし

ますが和室以内部員壁とします西側妻の壁は将来

の櫓築を考へまして下見板張と します

テレス及ポ戸チ玄関の床はセメントモルタル塗と

して目地をつけます

この室の北隣に一坪今の台所を配置し

燃料はすべて電気及瓦斯を使用し日常

主婦の努力を極力節約して家庭生活に

少しでも余裕をあ r: へたいと恩ひます

将来建築の制限が解除された場合は

①和室六帖と@ 洋室四帖宇を増築し①

は居間最寝室に文①は居間を乗ねfこ書

粛とし主人直接の来客の時はこれを臆

接に使用 しま 歩'。

現在の居開設食堂は増築後は食堂主家

庭的交際面に於ける来客の鹿接 l二粂用

することにしたいと思っています。

敷 地 面 積

建 築 面 積

7 6 坪 5 合

12 坪 5 合

28 

玄関を入って左側の隅に傘

立金置き正面の廊下に下駄

絡を置きます‘ ホールの右

隅に洗面乗手' 洗器を取付げ

ます‘ ホ戸ルに上り廊下の

右側に和室六帖の寝室が設

りますｾ廊下左側に便所浴

室会設げこの床はモザイク

タイル張とします‘ 便所は

情勢の許す限り水洗式1こし

こいと思ひます‘ 叉浴室の

湯沸設備は電気叉は瓦斯を

使用します‘ 浴室内流し場

は洗濯場を粂用 します

廊下の突営 b を洋室ぐ六帖

大〉とし将来増築するまで

この室を居間粂食堂とし来

客の場合は膳接をも兼ねる

ことに' します。

。



1 緒 -
E 毒

最近三十年間( 但し大東亙戟争期聞を除 < ) 1ニ

於る建築皐の琵達ば自費しきものであっ? こ、そ の

以前には建襲撃に闘する書籍等も審krこるもので

あった、僅かに建築史に関するもののみが目立っ

てをったに過ぎなかっ? こ、共後、建築構造に闘す

る論文が多数に護表せられ. ヨたで材料製に闘する

色の、建築衛生工墜に関するものが多裁に登表せ

られ、職挙直前では正に百花祭筒Lの 有 撲 で あ っ

? こ。然るに建築施工に閲するも のは、建築施工法

とか工事用機械工其とかの著書が僅かに見られる

のみで、撃間的危論文等は殆ぜなかっt : と云ふて

も差支へない位であった。

如何に建築設計に関す る接聞が護達しでも、之

れを質施する方面の研究と熟練とが不足してをつ

? こなら回、吾園の建野J 支術は決 Gて進歩護遣する

ものではない。例へば如何に研究の結果、立誠な構

遣が考案せられ7ことしても) 質施する管理者が無

理解で・その要貼を把撮せ争、然も職工が熟練を欠

いでをつ? ならば、これまで彼等の馴れてゐる方

法によるものよ1 ) . .却って悪い結果を招来したこ

とがあった'のは、 :これまでに屡々・見受げられ fこ占

斯に施工方法が護達してゐなレ段階では、折角の

考案も無駄になることがあることは銘記すべきで

ある。然い斯様なことは施工技術に劃する知識

色その熟練の水準が高 4 なりさ A すれば、解決の

出来ない問題は殆んぎないのである。 7]( セメント

比の小主主るコンク 11- トは、強度に於て格段の差

のあることは、巴に知られてゐるこ主で'あつ? こ‘

乏れを宜施するに営り振動装置を使用すれば、易

々と密宣伝コンク 9 - トを打つことが出来る、強

度も比較にならない程の強いものとなる。

近年「ウオーヵピ P チ戸」の問題が喧し〈言は

れてをったが これはコンク P ート打にのみ趨用

さるべき問題では左ぃ、凡での作業や材料に劃し

でも遁用さるべき問題で、施工技術から設計技術

仁封する抗議であることを意味するものである.

渡 部 圭
ヨ三
r =J  

これ迄でも職工・は「おさまりが悪い」とか、 「恩11

染が悪い」とか. I素直でない材料だJ . Gかで時

々抗議を申し込んでをつ7こが. 優良な仕上を望む

設計者並に施工瞥理者には更らに深〈反省す A き

貼であるヒ思、ふ。

今日までの接校に於げる建築技術の教育に闘す

る限 h 殆んぜ設計技術の教育であった、施工技

術について殆んぜ毅へられてゐ左いと言ふても過

言でない、斯かる技術者養成のl ? 1 k 1 J 的な政府の方

針は決して園浦な、建築技術の登濯に寄興するも

のでないことは断言し得ると思ふ。

2  技術附科串、ヱ撃、重芸術の意義

哲患者デツソオエルの著書事技術の哲事」に J 技

術は目標の把握とその質現のために、自然の法則

的可能性な諸要棄を淘汰し. 組合とによって知亮

世界の封象を増加する 'ことと、固有な新しい質の

製品を使用するこ ￨ｾ 意味する ｊ 1 : 。叉「掬沫と

組合せ即ち# 術作業の目標は必らす・しも艶象でな

い、過程もその目標主なれ尚、屡々副式的注目

標就中、可能な限り時間材料の節約といふ経済的

な目標が前景に立ち現はれる・ 7さが本質は依然と

して同 cでゐる、すぺての方法は目標 iニ相躍し‘

創造的な花火を含んでみなりれば芯らぬ J とあ

る。

以上のよう' ¥こ技術は債値を責現する之とであ

る。然るに科撃は質又は法則に闘する拳問で・債

値には無関係である。その諸関係は人聞があらう

主なからうと、存立してゐる o rごが技術に於ては

人間の生存、その目標、需要と給付に結びついて

ゐる。然し、技術は同時に客観的な経験の可能性

を「科事」と分有してゐる。例せば人は機械に針

して. 物理的法則に闘する研究と同様な研買をな

すこ主が出来る。だが‘ 草に研究するよりも、も

っと多〈ことなし遂げることが出来る. 即ち更ら

に機械を登明い建造し、蓮持。して奉仕に役立て

るこ主が出来る。機械そのものを債値づり. それ

を以て慎値を創出すること、即ち新しい分野を開
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護じ‘ 新しい問題を可能の範域に引入れるこ色 合t

出来る。

昔時の技術は、天才の「勘」と「熟練」とによ

って立祇な作品をEをしたが、今日では. 1 ';1. 務の力を

借り・科事的に研究して多〈のものぞ創造するこ

t が出来るようになった。正宗の名万は天才正宗

の了勘」と T 熟練」とによって出来fこのである

が、今日では同じような「切れ味」をもち鋼会科

率的な研究によって容易に製出する 'ことが出来

る。

最近、科撃も技術も著しい進歩褒達の域に遣し

た。t 1 れぜも悉〈のものが科撃的な方法によっτ

究明せられるわげではない。倫、「勘J H熟練」

によらな付ればならぬ部分が多い。撚し、技術は

「勘」のよさだりでは登展性が少ない、科事と科

態的な方法によって分析し、究明してその質と法

則ｾ設見してこそ・始めて稜展性が興んられるの

である。叉ぞれ程秀れ? こ技術者がゐな〈とも、所

調「コツ J を理解すれば、あとは熟練によって可

なりのものを製出する乙とが出来る。正宗の刀は

その後正宗を凌ぐものが出来なかっ? このは、科皐

的な説明で. ぞの弟子にその「コツ」を理解せし

むるこ色が出来Tよかっf こからである。今日正宗の

刀と同様な切れ味の銅を作るこ主が出来るのは‘

科串が一般に進歩してをド科接的な段明で後輩

を理解せしむることが出来たからである・0

ヱ壊とは技術を科接的に叙述する要課問である。

この工務によって技術を多〈の人々に普及せしむ

ることカZ出来る。然い技術には「コツ」と熟練

とか言ふ経験によるも のが含まれてゐるので. ヱ

患者が必らす・しも民の技術者にはなり得Tよい。故

に技術者は工撃について研究すると同時に. 経験

に よ ; ，て熟練とその「コツ」を身に糧得しなけれ

ばならぬ。

科事には自然科事と久文科墜とに分類すること

が出来る。自然科塵は原子とか、電子とかの「物

の本質J ｾ究めるものや、敏感のような教の接聞

をl研究するのであるが、人文科壊は人の精紳活動

や枇合現象を究める撃問である ，0 物理、化壊、教

署長、気象接等は前者でゐｾ ，心理撃. 粧情撃祉合

毒患等は後者である。置率の如きは人間の身韓を自

然物として取援ふ時には自然中十患の中に入るべき

ものであるがＮ衛生息の如〈人や人の佐合ｾ取扱
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ふときにば人文科患となるのである。

角、華街について一言してをき? こいが、重き術 E

は、人聞の感情即ち人聞の喜怒哀柴を生命 k する

考へ方で、あ h 人聞の感情ーを姿、形ぐ立櫨又は平

面とも〉音. 文章等. 人間の感知し得るものに表

現することである。華街を? 科拳技術に封帯する言

葉で解り易〈すれば、重事能土技術の二つに別りて

見ればよろしい. 華街の批評家なぜは、轟能的に

高い眼識を備へてゐるので今るが・技術を有fこな

いのであるから事能家と E言ふべき人である‘ え

らい役者、文拳者、美術工葬品製作者等は高ド欝

能的な眼識を有する同時に、これをま現する f と

が出来るのであるから、毒事能家 ι技術家主稿する

費格あるもので、即ち華街家と稿することを得る

ものである。序で越ぺてを〈が. 之等華街家の作

品を華街品と稽するのである。

常附記してを〈が、科拳者文は技術家主言うて

も、 mtl 然と別かれ? こ色のではない、科撃や叉は技

術にのみ波頭してゐる民の科患者や技術家もない

ではない. が・同時に科製技術の雨方商を兵ヘ? こ

崩・謂科療技術者も頗る多いのである。この場合‘

その本職とも稽し得ぺき方のみを? もって. 一般に

は科患者又は技術者と呼んでをド又世間では別

々に耳元扱うてをる。人文科撃の方では、その専問家

主? 科島県者とも技術者とも一般には呼んで・ゐな い‘

経済感若・とか、心理務者とか、事務宗とか呼んで

ゐる。書事術方面では欝能と技術とを乗ね具へfこも

のが多いので一般に華街家主稿してゐる。

叉、一人で科嬰技術の南方面の天分を有つ. 更

ちに襲術の天分を備へ? こものもをる。同時に， ，1こ

だ一つの・天分しか有忙ないものもゐる。。叉λ 文‘

自然の商科壊と技術の雨方面ｾ具有する色、華街

的主主天分は少しも有? こ主主いものもある。之等の天

分を有ってゐるとして色そ の天分には厚海があ

る。自然科接的な技術の天分与を津山もってゐる

が、人文科撃的な技術は僅かしか色ってゐないこ

ともあるいその反封の場合もある、更らに華街

的な天分をもってゐるものもあれば、ないもの色

ある、大聞が千態高様の姿をしてゐる k 同様に‘

之等の天分の多少. 叉は天分所有の組合は種々様

々で‘ 同じ程度に所有してゐることが少い。

( 以下次続Y



: 管工事のむよ 1

i  岩 井 久 雄 i  

我圏産業の再建は石茨の増産が基盤となると云

はれ‘ 先づこれに全力が注がれてゐる‘ 同病者調

乙に於ても間接なことが進め られてゐるのであ

る。まことに石茨な〈しでは、製鏡、蛮電、化率

肥料の製造、セメン干の製造等の如き大工業か ら

小にしては町ゆ浴場、洗濯屋に・至る迄休止叉は緋

揮の欣態に陥るのである。そこで鎖、石炭、燃料

油等重要資材の使用量がー園、一地方等の文化の

程度を指示するパロメーターとなる事は明 I で あ

る。今我々管工事業の必需品Tこる管類に就て考へ

て見る、管の材質には鎖、 鋼 、銅、鉛. 民錦、セ

メント、木材、ゴム. 土、竹、 象牙、人造樹脂等

あ h ぞの大きに於てはロンドンの地下鍛チユー

プや小亜細亜米国等にある 選泊管或ほ水力蛮電所

の活水管の如〈大きなものから熱加減器12ついて

ゐる細い民錯管の如きに至る迄色々ある。又その

形に於ては固形を普通とし短形、方形、楕固形等

がある、而してその必要度に若者ては片回会の一軒

屋にてカマドに煙突な〈流しは垂れ流しといふが

如き家では必要な管としては火吹竹位なものか‘

之に反して大都市の豪華な ホテル等に於ては地下

室の天井に大小数多の管が秒万立Eしく配列されて

ゐる外、屋根裏、壁の中、地下等に無数の管が陰

蔽されてゐる、即蒸気管. 還水管、上水道管、雑

用水管、排水管、排便管、給湯管、五斯管、電線

管、詮無管、排気管、郵便受グクト等々之であ

る. 未? ゴピ戸ルの配給管の設備あるものは聞かな

いが近き将来には之も賞現され月末にメートルに

よって料金支携が出来る様になること〉信子る。

か t の如〈管の使用量の多少が亦文化の程度の

尺度となると考へることは我管引水的見解でない

ことが了解出来ると思ふ。而して米閣はか h る物

資ｾ桁外れに多〈生産し且つ使用する鮪から現在

に於ては世界最高の文化圏と云ひ得るのでない

か。この事は米軍が聯合軍の先頭金切って我固に

進駐して以来施行されたる貿用諸設備にもよく頴

はれてゐると思ふ。即兵合又は家族住宅の場を考

へて見ると新築の場合会除いては土建工事として

は僅ばかりの模様替. 床のき| 替、壁、天井等の塗替.

棚垣の新設等に止ってゐるに反して管工事衛生設

備関係としては必す・便所、洗面所の新設叉は改造.

シヤワ戸の新設、給湯設備の新設、給、排水、衛

生設備、暖房、換気設備を含むのである. 就中給

湯設備は我園では可なり高経の設備と考へられて

ゐる様1-: が米軍では必需設備とたってゐる。 ・叉暖

房設備の如きも相営高温を好み廊下、便所. 浴室、

調理室等線、て外套を着ない庭には必今設備するの

である。更にかの有名な水事件農場の設備に至つて

は無数の管工事が含まれてゐることは知る人ぞ知

るである。

きて我々が進駐軍関係工事を7施行して感すもるこ

とは、総ての工事ドハパ・ハパ( 緊念〉工事であ

ること、設計がま〈費更されること、等で施行者

は材料の入手‘ 食料問題等苦辛が多い。現在我閣

には之等工事に使用し得る優良材料洞渇したる

に、戦時中軍の指導により戟時型〈敗験型〉と稽

する粗悪品を遺ることを? 覚えて以来良心的な優良

品が製造されないこと、優秀な技能者の少いこと

等悪俵件が十分揃づてゐタ上現場に於ては語感の

貧困から相互理解の不十分なさ' により多額の園費

が費消がされつもあるに拘ら今猫満足なら Y るも

の往々にして生す・る有様は遺構に感ぜ色れる庭で

ある。

而して閥係工事に於て今日迄最も多〈問題とな

ったものは何であらうか. そのーっとして水の問

題があると思ふ、日〈水量不足、水産不足、 断

水、弁水の場合水面低下、務7.](.. 誠菌設備等々で

ある、之等に闘しでは設計者に於て強めよく調査

しでか〉らないと思はぎる失敗をなすことがあ

る。一例を温水ボイラーにとって見るに踏給水を

市水道から直結したるものめ b之は甚だ面白〈な

いと思ふ、といふのは市水道の ＷｫｾＱ こるや附近の

使用紙態や土地の僚件等により始終援化してゐる

のが普通であるからそれに従って鱗盤カが費化す

る. 市水道の断水の場合を慮 b鰹への入口にはチ

エツキ排を備へるのを普通とする然らぱ火夫が躍

を焚に蛍って非常に困難を感するでめらっ、即ち

若し全部の活栓が閉ぢてゐる場合には温度計そ見

て温度がそれ以上上昇しない様に守ればよいが‘

うっか b焚〈過ぎ様ものなt ; ' 7kの膨勝目分のはり

場が無〈なド縫って繕を饗形し又は破壊する危

31 



険 Ｘ えある。之を防ヤ＿こめ安全勝ｾ取付て ｴ まある

がその調節に困る‘ 何となれば水盤が屡々襲Jもす

るのでその最高監力よりも少し高い貼に調節する

こと、し臨はその監力迄堪へ得るかを確認して置

〈必要があるからである。この場合往々にして折

角の安全排もスプ P ング不適嘗な? こめ必要ならま

る時漏水するといふのでその根元に止耕金設け之

を閉めてゐるものなざを見受げるが危険至極であ

る。此様な場合には高架水槽を設げて給水レ膨張

管を取付けるのが最も安全である。か〉る問題を

考へるに付げでも米軍の持参品 fこる太イルパーナ

F 燃焼式蒸気躍で水位は自働的に調節され温度は

常に一定tこ保たれる様に線、で自働的に且つコ重に

も三重にも安全装置の付いてゐるのを見ては只々

感心の外はない。。こ〉に於τ 我々は先づ科事技

術の振興が望まれてならないのである。

都市復興への提言

富 田 情

1 . 都市の特性を生かす事

鞍ふ必要もな〈して職ひ可惜主主い人命を‘ 住居

色都市を友霊載踊に惑せし大責何慮に在るや‘

荒涼? こる都市見る影もな〈放置せられあるは如何

なる原因に起来せしゃ‘ 私は想ふ狭い限られた我

が都市に余 bにも夢想的な机上? 論の計書に立脚

せ! > e。都市地理の教へる如〈各都市は都市その

ものを取囲む地理的欣勢に依ってその: I t I t況を具に

してゐる。例へば四国を山をもって包まれ? こる都

市あれ中央を貫流する大河を有する都市あり、背

後に山脹を背負ひ一国を海演に接する都市あり‘

その姿は四海海主運らし山影をもってする我園に

諸外国に見る如き都市ｾ Ｎ計画・する事それが既に都

市復興の促進を防げる第一問題な b と思ふ。都市

詰ぞのものは元来建築計曹と相並んで決定し質施

計すべきものなるを建築計番方面の事ｾ全〈忘却

して土木的見地よち中央に於て一方的に決定せし

は都市の生態を見捨てるの策甚し〈これは今後に

され? こる大きな課題であり遅刻改造せら れ地方都

残市の計蓄は都市そのも のh 有する特性 k欣況及

び都市北臨の大小に感じて地方在住の専門技術者

一般有識者と相計ってその都市の有する都市文化

にふさわしい特性を生かし真に都民全般の納得行

担

〈ベき計帯ｾ樹てる事が必要と思ふ。現在の都市

を見荒涼と して放置 し有るは何に依るか余りにも

現質を離れに都市計茜を篤せし濡手のつり様もな

〈財源もな〈徒らに放置し‘ 一日も早〈戟災闘iに

居舗を住居を建築せんとするもこの放置し有る都

市計苗に禍されて手の下し様もな〈よし建築せん

とすれば都市計歯 lニ支障有る矯め許可出来得すもと

の無放なる一言‘ 余にも事賞とかり離れ? こ計帯速

かに都市の有する特性に生き? こ都市たらしなべ〈

都市復興の促進を計る必要あちとし嘗局者1::' 苦言

を提するものである、。

ｾＮ都市建築の現続

現在職災都市に建築されある建築物の現e肢は如

何であらうか。ぞれは湾人の知る如〈極〈一部の

新聞牧J¥.'t: 針稽とし1: 階級に限られ建築の種類の

主を占u ' るー色のは何と言つでも大衆或は特栴居公

相手とする飲食底‘ 放舘. 料理底、娯製機関にして

ー呑必要を緊喫とする位宅建築は遅々として進Y

まるは如何なる駈に起来せしゃ深〈探求するの要

ありと思ふ。木材生産勝の都市復興建築は可成 b

の成績を牧めつ〉あるも矢張り主封稿は前記の程

度種類にして持来に課せられたる責大と云ふべき

佐届建築が他の建築1こ比して蓮進しない原因臨路

は種占有らうが現在勝来とも大いに考へねばなら

ぬ事は都市計富貴施の連進にあると窓ふ。これと

共に現在都市に建築され有る建築の構造様式は余

bにも溌為‘ 大小‘ 高低まちまち全〈都市文化を

形成す、るには十かしいもの〉み将来否明日と云は

す平和を標傍せる文化園家? こる γ は余りにも懸隔

甚t:: しきとは云へ‘ これは最初に計寄せレ建築届

出制の快陥のしからしむ庭とは言へ取扱嘗局の無

能力に由来せるものと思ふ。届出に於て平面のみ

を封栴として立面共の他必要国を要求せ十しかも

斯うしに届出を街に云ふ代書人共他の人に杢〈素

雑に訴かしめ之に依って裁決を駕せし結果に由来

せり。これは今後念速 lこ特定技術者の取扱うもの

即ち後越せる範囲ｾものに限ってこれを受理し行

事が必要と思ふ‘ 現在使用され有る申請様式もも

っと精密に記入する如〈一目して判然たらしむる

必要がある。

3 建 築 統 制 と 復 奥 建 築



現在質施されある建築統制は可なり要を得てゐ

る如〈見らる〉も共の申請様式其の他に於て改良

すべき駐幾多有る如〈思はる申請理由の如何が許

可の早遅に闘係し有 ろ事は勿論と足、はる。もその

事賓と相違し有るもの有りこれを一面的に取扱ふ

は如何と思はる様式‘ 構造は建築の程度を表は す

ものたる故相嘗綿密に記入する如き事が必要 と思

はれる。官僚系統の鴛す事故何もかも 事友かれ主

義であるが多理の際もっと専門的な立場より検討

して将来め都市文化にふさわ しがらさ「るも のはぎ

しぜし指摘改造する事が必要と思ふ 。ぎん訟不衛

生左危険な建築でも受理するは都市計帯以上に繭

を将来に残すもの大なり 主主づ復興建築が木造であ

る以上火災に劃する構誌‘ 或は地震に釘する議防

構造‘ 敷地面積の比率等一つ_ . . つ検討する事が復

興建築t して必要なる事と只ふ。且っそうにした

事を今までは誰でも勝手に取扱はれ誼官にー無思慮

に篤されてゐる が拘束は建築の設計‘ 申請管理は

現今司法書士がある相 〈建築士制度を速かに質施

して建築士に非まれば斯うし? こ事は篤し得ぎる如

〈篤し建築士には一定の規定 Um則を設け、構造、

様式其他に闘し一定の建築法規を遁用し都市建築

の様式軒高構造等と云ふものは建築物の位置般況

に臆じて誼切なるものたらしtr る事が 必 要 で あ

る。新うじてこそ都市文化以ふ 5 わしい建築が完

成される事を思ふ。都市復興と云ふ重大なる問題

を目前に置き監督官臆? こる戦災復興院いたす・らな

る机よ空論iこ終る事な〈始格徹底し? こる計番と統

制に依って一日も早〈完全なる都市の完成を計り

住に不足する今日一刻も早〈園民文化度を表現す・

る如き住建築の指導に嘗られん事を希望するもの

である。

涯 時 新 f罰 其 他 て ー ー

iュム;4fLZi

大 職 を 求 む

都島工事建築科卒業24才。熊本膝下叉は九州

地方にて就職希望者あわ

大 人 を 求 む

大限府土木部建築課にて建築技術者を募集さ

れてゐる。

市内新興請負合J祉にて三十才前後現場指営の

投術者を求めてゐるo

実良材足場丸太並木箱荷造箱‘ 椅子‘ 机等学製

品地方合員中に多数字持あり。希望者に護 b

fこし。

貴 国 書 を 求 む

ー市内工事建築科にて建築と祉合 Ｑ 競よｾ取揃

へ＿こき希望。倫建築関係国書多ｾ求めてゐる

女宿所と 7 ドνス斡旋

舎員中貰島市内で宿泊きれ声場合御希ｾに依

りでは本舎支部設置個所〈国泰寺町〉にで便

宜斡旋す。偽庚島市内で商取引共他の fこめ連

絡所設置希望される方あらば同地在住の合員

中より便宜を奥へられる向あり。

大 縁 談

建築家主望tr 女子犬家政出身。

妻ｾ求ｴｊ嘗方四十三才妻死別二子あり。

一一 室 停 さ れ て ゐ る 建 築 協 曾 に 就 て 。 i

昨年頃より市内に本合と類似の建築協舎の名稽

を以て建築に闘連せる業を菅tr 者あり 本協舎と

誤られ或は迷惑を感じておられる向もある由で問

合せを受げてお b ます。之は本舎と何等の関係も

ない全然別伺のものであります。本舎の針外的護

表には必すも批囲法人日本建築協舎の名稽を以てい

たしておりますから御諒承下さい。

備本件に闘しでは合員各位に於かれでも周知方

御協力あらん事含お願いにします。

枇圏法人 日 本 建 築 協 曾
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炉建築設備研究所紹介戸ヤ吋ーーん司… …

本合の事業部門。内管玉事部舎では今般美事業のー

織として建築設備の重要性を銭高長技術家に一月号認識

を深か診てもらひ設備技術の向上を計る目的で別飽

の遜 P之鯵関係者が研究所を開放したのである。之

からの復興a r ，; 般に際し誠に事; . 1 : ましい現象のーヮであ

E 時宝Eに癒した企てと考へる。本舎でも之が't奇遇に

俊助してゐる阪〈ば各曾稲: 並 i亡関係方面に於かれで

も窓旨に御霊空間'の上一人にでも多〈入所される様鈎

斡旋の豊托希，. . s 衣第である。

日本建築協合管工事部係記 j

建築設備研究所の開設に際して

E庁 長 エ 怒 博 士 伊 藤 正 文

此度‘ 大阪府管工事協同組合主催 カ建築設備研

究所が誕生設建するに際い猿て此事 J ) 開始を望

んでも居り組合員の方へお話合ひもしてゐ Tこね共

としてはその闘係者と ，して之に参劃することとな

りましたのでこ' : > :こ強ての考へのー捕を申述べま

しゃう。

建築 F 設備は建築工事主は不離不則力関係に

あるのは云ム迄もないこととして‘ 建築乃意匠‘

造形的伎法に針しでも大きな僚件を奥へてゐるこ

とには比較的世間 D眼が向付合れなかっ Tこ憾があ

りますo . ，. ことへば‘ 前大戦後1920竿代から 1930竿

代にかけて勃興しに欧米の新建築様式は‘ ぞれに

伴ふ‘ 否、その根底の要件となるやうな設備が出

来? こから‘ 生れにといって過言ではあ b ません

ぞれに‘ 吾園の一部なぜでは形の美しさは新建築

でありながら‘ 建物としての働きは‘ 古い乏しい

設備じか施きれないといふ片手落ちがあり‘ 震に

新建築は無意味な遊戯とされることすらあ b まし

? こ‘ それにつれて什蒋接飾品迄もふさはしからぬ

設備とは調和せす・‘ 従って新しい工轟わ浩形部門

の護謹を色充分に見られない始末でした。

各大息専門感校はもとより工業率校での載科目

の設備工事は‘ ぞれ程には重視されませんでじに

又一般世曾は‘ 附滞工事といふ名栴の下 iこ‘ 建築

工事につりに bの ものとし‘ 工授も無論少し 。設

備は出来るだけ節約するづもりで‘ 却って中途半

端なものに絶ってゐる場合が多し現場では配管

配線等J コ納 b方が充分でないために折角の意匠設

計をくづしてしまふやうなこともあり勝でーした。

しかし‘ 今日では‘ 設備が建築の主躍工事と同

等‘ 又はそれ以ムに必要且つ重大であることが多

〈の入々に認められて来ましに‘ ぞれにもか〉は

らす¥その技能者の教養の機関に乏しい憾があり

ます。

之が‘ 若い建築技術者や設備にたづさはる技術

者の人々の鴬に補習的な講座がほしいと考へ? こ理

由であります。

偽‘ 設備工撃の基礎科著書や隣接科事である事科
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例へば建築衛生息とか材料科撃といふやうな皐科

ト 一 般 J コ喜多校に普及されてゐなドし‘ 叉大切な

基礎的な事情になるので‘ 之等の方面の詩座を加

へて‘吾々もお互に研究ｾ重ねる必要が出来て来

ましに。偶々管工事組合の有志方φ主張により‘

叉日本建築協合み後援ーもあり‘ この研究所が護足

致しましたことは時機に投じた文化事業としてそ

の意義も使命も重いものと考へられます。

私共 S その闘係者として‘ 出来得る限トこの

機関 1) 充宜を計り たいものと思ひます‘ 且つ間在

では小規模 'J )敬室としての存在ですが‘ 、勝来は‘

，撃界‘ 業!f:，]) 一般から利用されるやうな研究機関

調査機関 i二迄琵遣させ‘ 新しく豊かな資料も‘ こ

旨から提供出来るやうにしたいものであ b ますし

その意味で建築界は勿論共他関係方面からの御力

添を怒 b にお願します。( 昭和22年6月〉

建築設備研究所規則 ( 1947・4)

1 目 的 新日本建設に待に重要な建築設備工率ゐ指導

研究の機関が不備な現員長を紛A のを省菌の目

的とする 設備技術が建築丞匠中主主形美構成

の基礎となるのは賞然であり、従って民主量丹

歩の世界的な建設技術の向上に寄奥しようと

する。

2 務 自 衛生設備、暖冷房換気設備、建築衛生事、イ也

に厨房設備、電気設備、材料科事、建築計

衝概論鯵を加へる ζ とがある。

3 年 限 毎年 Ｔ 月から翌年 Ｓ 月迄の Ｑ 年間、ｾ・分毎週火

木、土、 S時から 12時迄又は8時か bl l 時迄を

鱗義時間とする。

4 手 懐 中等書荏校〈新制商業寒波〉卒業以上の事カあ

るものが、鈴衡を怒て入院此来る。希望者lま

申込用紙に記入し 4 鐙衡科を溺へて本所宛 i亡・

申込むとと‘ｾ Ｚ衡は指定日持に口頭にて＿官官車

程度のまえ関を行』、。

5 事 資 後衡料50関‘ 入所料300閉式受講料毎月 160[図

くなるべ <3ヶ月分前納〉笈習震若手

但し大阪府管工事協同組合員推薦によるも1

のは絵衡料を免除するに? 霊分〉

自 役 員 所 長 理 事 工事1零 士 伊 藤 正 文

笈事 木 村 源 三 郎

寝 耳 医 大 阪 府 管 ヱ 事 協 組 河 村 茂

理 事 尖 他

務 防 工 皐 士 上 林 博 雄

務師 工 事 隠 士 伊 藤 正 支

援 師 英 他

7 所 左 大 阪 市 東 区 横 堀 五 丁 目 三 八

大 阪 管 エ 曾 舘

笹ｾ鍛

ｾ＠ ｾ＠ 1 1 { 明 @

E島 随

海 幽〈言語昔島根〉

ｅ 正樹くｾ缶詰ｾｾ e  

傾場主総理里民E母言語ミ忠告 医iR= l!!- ｾ＠ III 



簡 単 な る 現 場 英 辞 典 ー

(1¥，)会 現 場 常 用 語 公 (1)

(ア〉

ア スe フ ア J レト

厚 板 ガ ラ ス

I 形 鋼

亙鉛メ ツキ銭 板

油 ペ イ ン ト

暗 溝

青 闘

足 代 の 建 地

上 げ 下 付 窓

。Asphal t

P1ate glass. 

I-steel. 

Gal vani zed sheet .  iron. 

O辺pai nt .

Cl osed Aquedvets.  

Bl ue print. 

日ot of sca任old.

Suspended sash 

wi ndow.  

上f } 下げポ ール ト Barrel  bolt. 

煽 J と Casement 'Stay.  

Doorst op.  

州

民

額

形

ガ

板

)

依

井

富

〉

請

薄

蓮

腕

埋

)

鉛

イ

ウ

エ

手t Cl i ent .  

筒 Wel l. 

杭 Stake.  

負 Con仕・act.

ラ ス Sheet  glass.  

河 Chanal s.  

木 Pa包og.

戻 Refi l l ing. 

エ レ ベ ー タ 四

Lead plpe. 

Concrete el evatot.  

( オ)

オイルステイ- = 0 江 stai lI.

大 釘 Spi ke.

汚 水 排 除 工 事 Sewage Dl !1posal  

，母 屋 Purl in. Si de Ti mber.  

Side Waver .  

大 曳 Sl eeper. Gr ound 

Be'am.  Sl eeper plate.  ， 

( カ)

汲 揚 竣 諜 Bucket Dredgi ng.  

( B)  * 筒 皐 な る 舎 話 斗1)

竣工は十月 jl 十日です。

It will  be COl flpleted at Oct- 30 th. 

只今係の者が不在です。

A  person in charge is absent  now.  

まだ出来ません。

Not  yet  

運搬困難です。

It is di 任icult to transtort ， 

食事中です。

He  is at tabl e now.  

外出中です。

He  is  go-i ng out  now CHe is absent  now. )  

貴方が御留守の どきに何方に相談 すればよろしい

か。

T o  whom ma y  1  consult， ，w_h(' n  you are 

absent? 

ＰＰ 中尉に むー 目 Ｑ こか冶 ｾＱ こいのです 。

1  want  to meet  L t. .:.__  __ .一一一一

御目にか〉れて嬉 しいです。

Gl ad know'  you.  

目下建方中 ですb

We  .are bui l t it j ust now.  

モルグ J レ施工中です。

We  are usi ng mortar.  

目下タイル張付中 です。

We  are ti l ing it now.  

目下屋根 を葺いてゐます。

We  'are roof iDg  it now.  

目下電無配管 ( 配線〉工事中です。

We  are worki ng on el.配 trical works.  

目下製材 中です。

We  are mi l l i ng it now.  

此の建具は取替~ますか。

Do  you 'want 也 is fi xtures changed? 

此の間仕切は撤去しますか。

Do  you want  this parti tion r emoved?  

一一( 以下女披掲載す 希望要語市出られにし〉一一
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内角内向向、伊酬由同帽咽輔、. . . ，. . . . . . . . . 申品向、，駒内M 唱 曲ぽ 棉，、^ " 山. . . " " ，匂戸、

ひ 建 築 文 献 小 目 録 <1 ( 2)  

'. . ，-vv、"̂ '、州帆N 、N 、向

A 構 造 力 製

「影響棋によるラ戸メンの計算」 阿佐市

岡口文雄氏池上摘三郎氏共著

新泉書房設行 ￥ 35. ∞ 

「錨筋コンク P ート家屋の工場生活」

扇岡信氏建築皐の研究 130.  131. 1  2蹴

仁薄膜設の周遊僚件と静定僚件」横尾義貫

氏建築事研究 132競

B 構 造 計 苗

「再建日本家屋犠造」佐藤己之官氏著

中 村 饗 唐 ￥30. ∞ 名 稿 は 新 し い 内 容

は極めて古い

「十坪住宅園集」吉村孝義民服部勝吉氏共

著 彰 園 駐 ￥64. 30

「住宅雑組」回謹泰博士著彰国社

￥ 25. 00 氏が主主して諸雑誌に執筆し。

てきに住宅関係の皐篇を集めにもの‘ 府-

来の住宅を考へる前に日本の住宅の護展

を‘ 窓‘ 昼等に分りて文献上よ b明らか

にし認識を深めたもの‘ 一讃の債値ある

もので ある

「武田五一博士の論文建築上、茶室建築に

ついて」 ￥18. 00 

「武田五一博士論文濯集下、建築小論集」

￥ 25. 00 高桐書院蛮行

C 特 殊 計 画
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「木造建築機披化施工と量産化の問題」

平賀謙一氏建築雑誌 724 725披

「昼中! こ樟閣をゑが< J 満津虞弓氏建築雑

誌、724 725披封建性を打破して‘ 公共

的な観念の下で新都市をゑが〈

「都市人口の業種構成」西山卯三建築拳

研究 132 134披

「髄量建築」科事朝日 11月披

( A) かまぽこ住宅‘ 米園のF P HA

( Federal  Publ i c Housi ng Authori ty)  

の研究住宅で‘ 本合合報第 5競に招介

.した。

( B)  のりつげ建築‘ 木製飛行機の研究

より結賞しにもの。大スパン臼建築も可

能であり‘ 現に松本市内で建てられてゐ

る‘ 腰箸剤は尿素系合成樹指である。

D 共 他

「土建用陶磁器化撃工業霊験法」永井彰一

郎 氏 槍 山 良 平 民 共 著 共 立 出 版

￥ 25. 00 

「上下水道」庚瀬孝太郎氏著 山海堂

ｾ＠ 30. 00 rアメリカの経掛とその建築」

坂田美郎氏建築事研究 134蹴

E 建 築 史

「法隆寺重修小志」服部勝吉氏著￥釦. 00

彰園世氏が法隆寺解盟事業に従事され

た結果 多〈の鷲見され? こ構造投法を手

に取って解設されたもの

「日本の古橋」鷹部屋踊平氏著 竜王園祉事

術 文 庫 ￥ 10. 00

「日本門塘史活」岸能吉氏著大八渉H出版

￥ 30. 00 宮室‘ 枇寺‘ 披の門と垣を文

献と質物の上から殆E 余すな〈害かれた

力作である。

「京都古蹟行脚J }fj 勝政太郎氏著一係書

房 ￥ 26. 00 京都地方の古蹟を一日の

コースを中心に初めて共の地方を尋 ねる

人の良き案内として親切に集め設明され

てゐる‘ 無猷な〈見撃するに最遁のしを

り。

「茶室」千宗守氏著河原害賠 ￥ 25. ∞ 

茶人宗寺氏が永年の研究結果に基いて茶

室の本質を明かにされに‘ 建築家教養の

書

「日本朝鮮比較建築史」杉山信三民著

大 八 洲 出 版 ￥ 25. 00 渡鮮敷年の結賓

の一端をか〈名付t1で世に出tc.. 意義あ

る書。

r: a 石遺物j 駄岡牒より出? こ新名器時代の

環依列石遺物の招介‘ 科撃朝日 12月 甲

野勇氏

「上代の正倉院172- 174披」手利久氏

文献余すな〈調査された結果に基き 正

倉院の種々問題を論じにもの。

「崇稿寺問題とを の経緯」 梅原禾治博士

「史跡と美術J 173競



敗 戦 煙 草 談 義

曾 我 部 幸 雄

敗致後間もな〈寅出された貰ピ H スとコロナは

名前も共の意匠も懸賞募集に依ったもの・である

が、共の名稿は兎に角として意匠は余り ほめたも

のでは友い肺病やみの様なピースの色、上蜂の場

米の煙草屋に見られる様なコロナの意匠は共に専

寅局制度と云ふ日本の煙草政策を語って余す所が

ない。

且って南米 F オデジヤネイロに於て聞かれた汎

太平洋煙草食議で日本のゴールデン・パヅトが共の

意匠に於てー等に事げられて居るのそ知る人は少

ない、今想出して見てもうすみぎりの地肌に金色

鮮やかにパットを打出しにゴールデンパットの意

匠はお役人仕事とは思えない鮮やかさではなかっ

? こか?

亦同舎議に於て H若し日本が貰に於て率責

採らす争、アメ P カの如〈民間経替に任して置けば金

世界の3茸芝市場は日本製♂品』に依つて j席市捲せられて居

? にこであらう H と云われて居る、 Tピごが日ヌ本ドの煙草が

決して外園に出Z友主かつTたこのではない、第二衣上消:

事費後チヱ P ーとホープが中支の一部に出て居

る。而し英米の民間経替に依る貰とは到底太万打

ち出来るもので友い味と云ひ意匠と云ひ比較に

及、らす・、遂に日本人の一部の人に吸われにに過ぎ

ないのであった。

敗戟後米軍の進駐と共にアヌ P カ煙草の一部

が我々の自につ〈撲になった。昔怒っか しいチ

ヱスグアフィルド、ラツキイストライク、オ戸

J レドゴールれキャメル等が軍用主して来て居

るが昔金色を使った意匠も黄色とな b銀紙の包

装もパラピン紙になって居る。軍用の故かも知

れ主主い、恐ら〈本園では昔のままに金色ザン然

? こる印刷で費出されて居るのであらう。

日本では職争中から今日にかけてのぞみと云

ふ不味い貰が配給になってるが、バイプにつめ

て不味し、巻いては伶不味しで仕末に終えぬ貰

であるが、其の脅パイプ貰として桃山と云ふの，

があった、丸い躍に入って居て持って歩〈に厄

介で蓋を開〈左乾燥が早〈て弱つ fこ も の て っ

ｴｾ 。此の謹にも専費局の役 λ の頭の悪さが見られ

る。今米軍将兵に愛用されて居るパイプ貰はパイ

オレツト、プ P シスアルパアト、ウオルグアラア

レイ. ハアフヱンドハアフ、ユ= オンリーグア等

七、八種類あるが何れもアメ Pカ本園及カナグの

製品で其の行届いすこ防漁防乾の包装色鮮やかたプ

P ンテイング及ポケットに入れてかさ張らない援

に片側に附げにゆるやかな〈ぽみ等を見ると流石

民替と無僚件で其の親切さに頭が下がるのであ

る。

昨日( 五月五日〉の新聞を見る u 草賓局のお役

人が貰手巻器の販買を専貰法違反t: l:: 云って大見

得を切って居るが、ケチな事を云ひなさん君主と申

上げたいまづい. 不便な貰を配給しといて違反も

ないt: らう。

民間に任せれば財振に困ると云ふのなら. 困る

t: けの税金をかげれば良い? ゴらう、差是ち多額の税

金ｾ貰 ｩ こかりでも今の専費制度よち必す・うまい安

い貰が圏民の口・に入るのは事責である。

茸を民皆にすると米や桑の耕作段別が減ると云

ひ出すかも知れない. 冗談じゃない米や桑に影響

する程貰を生産しに日には日本人は茸を吸ふ所で

な〈、支の煙に包まれて了ふt: らう。

日本唯ーφ トーズト貰( 宜は日本唯一のインチ

キ貰? ごが〉践カ←十本で十銀、チ之 9 - 一面十銭

の昔をなつかしむ者堂筆者一人のみならんや?

t完)
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自作@ 自修繕

堀 口 甚 古

建築家は新国階級でゐ ｢ 、増加 Ｑ 所得税ｾ出す階

殻でもある. 然し建築家である私は賀行力に於て

米能力者ともいふぺき中等製校の教員をしてゐる

ので・戦中. 鞍後の生活のみじめさは、新岡階殺

の建築家の諸氏が到底想像をもたし得ない程であ

る。幕末の足額階教の武士の生活に私は設落しつ

つある、この波落者、落武者が溺れるもの藁でも

つかむの例へによってつかんドのが、この自作、

自修繕である. 私は脅しい自作農の長男として生

れ. 叉建築家の一分抵である大工の徒弟生活も二

ヶ年程経験しにものでゐふ私の子供の践は. 私

の家は酒に類するものも. 醤油、味噌は申すに及

ばする綿色作り、着物色皆、母の手織りの縞物であ

っ七。菊地宜の「父賜る」に緋の着物を熱望した

少年期中寛氏の経験がのべてあったが、私はこれ

を讃んその宜感をひしひしと感じたものでみる。

戦中、戟後にわたって物資の欠乏と物償高にな

って私は、幼年、少年の頃を思ひ、出来得る限り

の物資の自作、自修繕.を思ひたつに。

下駄が市の庖に一足も陳列されてゐない時代が

あった、蹄省の節、自家の山から山桐ｾ伐ってＮ

e これで自分の下駄、ヨた男の高等感校生の高足駄を

造った・鼻緒は事・の自製であっTこ. 靴は自分で逃

れないが、修繕は四五年来、私が日限にやってゐ

る靴修繕の台も咋今は金物屋に貰ってゐるが. 私

がやり出し? こ時はさ' この金物屋にも貰ってゐなか

った. 私はこれは註文して治ったのである。

子供述の散髪も・頭髪を? 分げるやうになっγこ今

でも私の日曜の仕事にしてゐる、まするい町の理髪

師よりは私の方が腕あり ・と信じてゐる。

妻、甘藷も自作して配給米の不足は補ふに足る

やtうに計霊堂施し、主食のヤミ貰ひは-':'!1f もした

ことがない. 昨年は2000本の甘藷苗を買ったが.

本年は甘藷苗も自作することにした、毎日この苗

の大きくなる のを見るとその築む3 は亦格別であ

る。

植木の手入、生垣の刈込みず竹て自分がやって
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ゐる. 家屋、建具、家具の修理、ペンキの塗かへ

等は勿論自分がする、貧しい建築家としで以上は

必要がこれをせしめたのであるが. これ等をなさ '

ね或はなし得ぬ建築家が建てた家は、ぜ? とかに抜

げに、不便な所があるやうに思ふが、ごれはひが

眉であらうか。 22年5月14日

関西三十年組先生の思ひ出

高 坂 信 次 郎

『建築と枇合』も今少し. やわらかな記事をのせ

ては何うかと言う意見が合員や讃者から相営ある

ので前の紫煙室を活かして改めて『ザロシ』という

欄を設り合員諸君から・か? このこらない担い趣味

でもなんでも結構. 自由にぜんぜん投稿して頂き

たいと出版幹事舎は注文して居ります。ぞれで人

を煩らはす前に幹事の一人私にも趣味の鮎釣ちの

記事を書げと注文されたのだが何んな釣りでも時

季があるが、なかでも鮎鈎 bは極めて時期が短い

のと全国大館六月一日が解禁になってるので現在

の印刷能力から考へて見ると鮎の季節がとっくに

過ぎた頃に護行でもされる様なことになるとなん

にもならないことになるのみか反って通人の物笑

ひになるか§ 釣り記はまたの機曾として…・ャ・; . ; . . ・

本競では昔の建築大家の思ひ出を書いてお茶を濁

Gて置〈事とし1:: 市し幸ひにしてこれが H きっ

かりH にでもなって合員諸君かちこういった有名

無名の氏の隠れに逸話記なんか投稿される畿にな

ればー趣向かとも想像され? こからで毛ある。こ h

では関西三十年組のお三人のちょっと習をつに集つ'

いTこ思ひ出を無遠慮に記して見る関西三十年組と

言へば合員は大趨御承知の事と思ふ。前合長片岡

( 安'博士〉武閏( 吾一博士〉松室〈重光〉氏の先

輩先生方である。今はお三人共泉下に在すので定

めしあの世から苦笑 3 れる事と思ふが. . . ・ H ・.....

片岡先生のことについては本協舎から迫悼競色出

版されたので先生のことは大字追悼披で書き輩さ

れているが市じ座談合の記事にも逸話といった様

l なものは話されてゐゑかつTこから蕊では‘ ほんの

二‘ 三‘ 先生0) 饗つ? こ様なところを御紹介して見

ょう… … 何時か先生が南海電車で出かりられる



時に改札口で係ちがキップ奔見しますと言う主先

生キップは持って居7よいよといって‘ さっさと通

りかけると改札氏こんぜ はぞれでは定期奔見しま

すと来七‘ 先生定期も持ってゐない‘ 改札氏乗車

きまなしでは乗れませんと引戻しに行〈と先生日〈

乗車朱は此の通 b持ってると優待乗車雰を示され

? こので改札氏プツプツいって引返しかける今度は

先生が承知せない‘ キップだ‘ 定期? をと無駄な事 .

を何回も言はたいでこれからは乗車券奔見じます

主以後改めろとお設教のー〈さ1 ) ..，・ H ・- ・こんな場

面も片岡先生らしい庭が一寸窺れる様な気持ちが

する。片岡先生はよ〈 誰れにでも紹介献を容易に

渡されて受げにうぢも‘ されfこ者も困つ? こ k言ふ事

をちょいちょい聴い? こ. . . ・ H ・. . その一例として紹介

献を貰って行つ? と者 色相介を受 !ヴ ? こ方も困って結

論はなんにもならなかって反って迷惑しにと言ふ

話がある. . . . ・ H ・- 南海市紘の弟紡績ニピ場〈元片岡事

務所設計) の増築工事の設計獲得運動が猛烈に競

争きれfこ事があって〈昔時片岡建築事麓所は慶さ

れて居? っ昔の先生のお弟子きんで猫立事務所を

経替されてる連中が何れも先生の紹介肢を先方の

重役宛に貰ってワンサワンサと押かげにもん? ゴ。

紡績側では何れも先生の紹介献を持って来るので

誰にして良いか困つに結果先生に決めて貰ふと例

の紹介名刺を持参 に及ぶ.と先生こ主もなげに‘ 7 '

. . ぞれは桧室に誼らせと一晩で決定した‘ 松室さ

んは紹介献も貰らは十一度も含枇を訪ね? こことも

ない‘ 結局先生の紹介肢を持コて再三足を運んだ

連中は馬鹿を見fこ結果となっ花。

本欄は短簡で多種掲載が目的? どから武田松室雨先

生の思ひ出はさえ枕に譲ります。

曾 ' 告

本:合事務所電話番枕は下の通り盤更されに。

土佐堀 (44) 1836. 3631 

踊 島 ( 45)  2862" ，2867 ( 此分元 のま. 1. ) :  

「ライタ .-J まん fざん

?こけ1: : げん三

職時中に日本の渡洋ぱ{ げき機に「シガ戸 J ，ｾ＠

云ふ］ツクネームがついてゐ十ぞう Ｑｾ が‘型から

〈る感じの他に‘ ーライタ戸ですぐ火のつ t ーと

云ふわれわれにとって‘ 悲しなぺき愛稽であつに

こ主を復員の飛行士に聞い? こ。私の弟もあの飛行

機に乗って‘ ユユ F ギ= ヤの東で自爆し? このかと

思ふと‘ ライターなんかで駄べってゐるのは‘ ，ち

t ぎうかと思ふの? ごが‘ 終職後町にライターがハ

ンラシして‘ 煙車を喫ふ人の幾パ F セントかが恩

恵を受げてゐる様t : ー私もその内の一人であるの

Ｑｾ が。ＮＮＮ・ ｈ ・ＮＮＮＮ・ ｈ ・十五年も前 ＱＺ［Ｚ 夏山に入る前日あ

る運動具庖で買った耳目. 50の漏逸製のライグーで

「イボ」をおせばパチンと査の開〈簡率な色の

で‘ 泊を入金1 るところに丸環がついてゐて‘ 細ひ

もで;さげる様になってゐたのに‘ ぎこで落しにか

今は手もと にない。共の後‘ 結婚の翻に Y から選

られに‘ ライタ -c ケースのセットになったもの

…これはハネツルペの犠な型をし守こ院を? 持ってゐ

fニカZ…......

冬の山小屋生活の主きに見うしなつでしまって

ケ戸ス＿ゴげは今 ＱｾＱ こづ〉がな〈やもめぐらしをし

てゐる。大苗私のライターはマッチ代用の賞用性

を買って持ったのが動機t: が‘ 職時中にマッチの

配給がクルシクなれム正しfこ機舎に‘ グンヒル

型の上海製と云ふのを 30固で手に入れ… 営時の相

場でもすでに 200 圃t: つにそう? ゴが…愛用してゐ

? こが何分中古品でもあ h ざうも調子が惑い石

の磨誠がはげじし共 2コ上査の合せ目が食違って

来?こ b しfこので‘ ぞのま、引出の隅に持ってゐ? こ

が‘ 空襲のありかけた嘗時‘ 燈下管制の行き過ぎ

fこ九州のある町で‘ 放舘をきがすのに‘ ローソク

代ちに使つ? こり‘ ま f コ〈らな按舘の枕もとに立て

雑誌をパ予パラ讃んで見たりし fこ主きは‘ 仲々

乙な味のあるものt: った。格戦後ぜう色このグシ

ヒル型に・虫のすかない所があるので‘ とうとう応

顕でローソク型の一番奮型のものと取かべてもら

っTこ勿論インフレの影響で高〈評慎された? てめに

一文も 金を向きな〈てすん? ごのであるが…

これは和製にしては仲々調子もよ〈石の磨滅も

前のダンヒル型に比較して成績よ( 20日以上も
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もっし‘ 泊も 1週間の放行で経験すもみt:: が‘ ? こ Y

風除がな い? こめ‘ プラットホーム等では‘ 上衣の

中弔用ひ泣いと火のつかない不便がある。進駐軍

の兵隊の持ってゐるグンヒルの職時型? で閲型の

'風除のある ライターなんかは賞用的t:: と思ふ。ぞ

れに如何にもアメリ カ的な機能D 臭かする。

一昔前に南洋諸島へよ〈輪出された火焔式のラ

イタート仲々長もちするし‘ 原始的な火筒の臭

のするのもよわものr:: らうが‘ 停電の多い此頃に

一寸とローツクの代用に立て Z と云ふ謹に行かな

いので不便を感じることすゴらう。前の理主争後にフ

ランaスあたりを廻って来にある友人の歯家は‘ ロ

ンドンで買った左云ムポデ四に 14金張のあっ? こ と

云ム毘鍛製のライグ戸を愛用してゐるが‘ .

このポデ戸の14金は巴里の夜あそびか下街代の一

部のためにな〈なってゐるの忙が… … … 仲々落つ

ゐ? こ貴族趣味のあるもの ffo これを愛用する友達

の日 ( I i ' 日本人ほぜライターやシガレツト用のパ

イプやケースを持ちたがる国民も少ない』そうで、

巴里なんかほとんぎ見かりなかっ7こ由‘ 勿論その

官時のフランスではライタ戸等には特別重税がか

L つてゐたせいもあちうが。米園製の映詣を見て

ゐると煙草は大低ライグーでつけてゐる様? ゴが‘

ケースから煙草ｾ民 ＿す のは割合に少なし日本の

+ 去にシガレツトにパイプを用ひてゐる態なんかは

ほとんさ' 見かりない様t: 。

流行とは云ふもの、マッチ不足から C る賞用か

手取早〈製産の出来る車重工業への第一歩か‘ いづ

れであるかはわからないが‘ 一つ一つに特長のあ

る型でも出来て‘ 今・後の見返商品として‘ 無責任

でない品物が出来ることを柴しみにしてゐる。

こ、らでー寸‘ 新憲法祝ひの特配の最後の 「光」

に愛用のライターでー服としよう。 22. 5. 3.

1  ( 正 誤 〕 前 読の 瀧 津 氏 の 紋 の は じ め に i

!  ( マタイ停〉とあっ? このは ( ヨハネ停) のま i  

!  t ; l ) ; いで筆者のかんい t いの由。なおあの引;

j 用匂の位置は本文の屑に すべきで印刷上の誤 j

i で し ? こ 。 !
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京 都 支 鶴 規 定

第 1僚本支部ハ日本建築協舎京都文部ト稽ス

第 2 僚本支部ハ事務所ヲ京都市= 置ク

第 3 保失ノ: 地域内ノ日本建築協舎合員ハ兄テ本

部= 鹿ス J レモ J トス

京 都 市

第 4 保本支部ハ日本建築協合定款第 1 保ノ目的

ヲ建スル篇地方的= 必要ナル諸種ノ; 事業

ヲナスモノトス

第 5僚本文部= 役員トシテ支部長‘ 副支部長‘

常議員‘ 幹事若干名アク

第 6僚支部長‘ 副支部長、常議員ハ支部員ノ選

器= ヨルモノトス

第 7 傑幹事ハ常議員中ョ P互選ス

第 3 僚支部長ハ舎務ヲ統括シ‘ 副支部長ハ支部

長ヲ補佐れ幹事ハ一般含務ヲ島理シ‘

常識員ハ常議員合= 於テ舎務ヲ審議ス

第 9 僚 佼 員 ノ 任 期 ハ 2 年トシ重任ス J レ事ヲ得‘

佼員ハ任期満了スルモ後任者ノ選任= 到

) V迄共職 = アルモノトス

第10路通常組合ハ毎年 1 回臨時組合ハ佼員合ノ

決議= ヨ P若クハ支部員初名以上ノ請求

ア P タルトキ開ク

第11僚本支部メ経費ハ本部交附金共他ノ i比九ヲ

以テ支排ス

知 2憐本支部議算ハ通常総合= 附議シ決算ハ失

年度ノ通常総合= 報告シ共承認ラ経ルモ

ノトス

第13保本規定= 於テ特= 明示セザJ レ事項ハ凡テ

日本建築協合定款及規定= 準接スルモノ

トス

第14保本規定ノ麓更ハ線合ノ決議ヲ得Jレコト

日本建築協合京都支部細則

第 1僚本支部ノ事務所ハ嘗分ノ間京都市中京直

夷川通河原町東入ミラノ工務庖内= 置ク

第 2 僚本支部ノ役員ノ定数ハ嘗分左ノ遁リ干ス

支部長 1名、副支部長 2 名‘ 。常議員15名

第3 - f i 条曾議ハ組合‘ 常議員合及幹事曾ノ 3種ト

れ 支 部 長 之 ヲ 召 集 れ 共 議 長 ト ナ ル

附 則

本規定案ハ昭和22年 4 月13日ヨ P 質施スル

京都支部役員ぐ敬稿略〉

支 部 長 松 井 清 之 助 副 支 部 長 棚 橋 諒

小崎 ー ィｾ

常議員〈幹事〉西山卯三 i山 内 省 三 桝c太作

大 鳥 居 満 也 小 瀧 慶 太 郎 子 尾 茂 一 郎

本川駒三郎

常 議 員 佐 々 木 左 担 安 間 立 雄 山 本 礎 十 郎

末 松 佐 一 郎 佐 藤 正 義 館 林 能 司 肺 野

信 次 郎 南 丘 治 季
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曾 務 報 告

o ; 孟忌逗ぷ逗五ミ; 忌逗忌込与両忌ニギみ逗ぷ話語示品. . ，忌屯必長忌込み込戸長ーー

京 都 女 部 設 立

昨年連常組合セ決議きれ? と京都支部設置の件は

其後地元殻超人lこ於て着々 滋備を進め℃ゐ 7こか機

漸{ 熟し本年 4 月13日京都市上長者町木藤で其創

立総合ぞ開f際盛合裡に終了間同度其スタートを切

っf ごo 営H舎令せ る芳松井 4 棚僑南濃起人代表以

下32名本部より令長代理中西副合長‘ 常務代表尾

崎久助氏‘ 事務局代表大和書記長列席 4 時開合本

川駒三郎氏司舎の下に下記次第で進行し? こ。

開舎の僻‘ 松井清之助氏‘ 西山卯三氏経過報告

を述ぺ? と後座長に格調二氏推され議事に入ち支部規

程等を別項の遁り審 議 決定。ｾに役買 選 器に移り

選怨方法を諮っ fこ結果支部長を議場で推薦し副支

部長以下役員は支部長指命一任を決議 し? こので座

長は多監の意見に主 b支部長推薦方 を諮っfこ所満

場一致で桧弁済之助氏を支部長に推薦決定しfこ。

松井氏は之を 来諸し就佳挨拶を連ペナこ後副支部長

以下tJ:' 役員を選畢にft て指命=" 9 る事を昔げ棚橋諒

ｉｊ 、崎修雨民ｾ副支部 長 ｬ 三其他の役質を別項の遁り

指名一同拍手決定承認 し? こ。衣に22年度牧支強算

案につき怪井支部長は役員就任匂々で詳細内容提

案の運びに至らや且は本部の承認を得て始めて賀

行に移るもの故本日は其大綱の承認を得後日佼貫

舎に諮り本部の正式承認、後質施する事を決議され

? こい旨諮 h一同賛成し? こ‘ 依て支部長は大要牧支

3.  高岡程度をの内容概説して承認を得? こ。

以上で議事を格 b中西副合長起って竹腰合長代

理として支部褒舎の腕踊を述べ今日に至ったる各

位の努力御援助を謝し併せて将来の設展 を期待す

る旨の務t詞と希望と謝意を表し本部代表の挨拶を

述べ? こ‘ 棚橋副支部長閉舎の僻を述べ蕊に記念す

べき創立総舎を無滞終了し? と。

格て茶話舎に移り本部並支部に闘す る意見交換

希望等あり尾崎常務より定款改正委員舎の進行

献況中西副食長より部舎機構‘ 大和書記長より

雑誌並出版共他の件につき各々設明臨答をなし

敏談 5 時半閉脅 し?こ。

拘 6 時より同所 で有迅: 懇親晩餐自「を催 し出品;26

名自個紹介後妄に移 b和気商々裡に 8 時解散し

た。 22. 4. 15. 小崎副幹事長記

鹿島支部設立進捗

鞍前から地方合員の稿利増進と合勢登展に) t も

熱心であっ7こ贋島在住の合員有志は早〈から支部

設置tこ努力されてゐTこが‘ ゐの世界的悲惨な原子

爆弾の? こめ此の問題も一時ぎこかへ吹き飛んでゐ

＿こ。数年聞は草木も育＿こぬＭｲｾろう ｴ 云はれてゐ＿こ

庚島の符にも花は暁き野菜は生き生きと芽を惜し

都市の復興も漸次賑やかになってゐる。四散し? こ

合員も央に贋島にと逐日共教をと士宮し再建の意集に

'燃え活躍されてゐる。中にも古林義敦氏‘ 奥迫唯

ー氏谷川政夫氏、藤岡正一氏等はさをく死椋を越へ

? こ方々で共に宮脇氏時代から支部問題につき非常

に協力されてゐ亡が今般機熟せり と見て之等の人

々十名が支部設立の再出張を協議され古林氏を珪

起人代表として闘係方面に棋を飛ばしに結果去る

4 月17 日在庚の業界‘ 官街‘ 事校‘ 事務所等合

員 ＳＰｾ 長名が鹿島土建含舘 に 合して協合支部設置問

題に就て協議 されTこ。

営臼は本部よりも中西高I j 合長‘ 薮中常務‘ 大和

書記長が列席して挨拶や舎勢及事。業内容等の説明

賠容をし? こ。

席上釘拳 舎 問題 や 工業合関係ｾｾ血種々意見が出

tc.1J ;結論として協合支部設置を申合せ直に共準備

に着手す るご・下 な b支部規約草案作成佼員の盟、選

も行ひ正式ι 子筏は後日に譲 b質質は支部設置と

同様な内容を持つ事 ｫ なり目ｾ事業計叢 や 合員並

に維持合員獲得・等諸般事項に 着々として活動を開

始されてゐる。

共後賢島支部設立申出書が提出され本部にては

5月8日常務舎‘ 同月27日評議員舎に諸 h承認決議

され近〈線、舎に附議する蓮ぴに進んでゐる。

東海支部設立準備選む

協舎創立年記念事業のーとして各地に支部設立

の議が起つ忙際共トップを切って設立申出があり

にのは東海支部であり夫は昭和18年 の 交 で あ っ

党。庭が時恰も撃舎との合併問題が著し く進展し

てゐたので本部では‘ 暫〈静観航態になってゐ? と

裡に戟ひ峻烈を極め遂に柊識の幕とた b協舎も竹

腰禽 長 を迎え新設足と ｪＧＱ ￟ｾ 長 は 麗 し諸般梼の改陸
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なさ' 忙殺各地との連絡も荏蒋今日に及ん? ごが過般

大和書記長名古屋出張の悶り嘗時より護超人代表

の佐藤四郎氏‘ 玉置豊女郎氏並業界代表清水組‘

竹中工務庖外有志舎合され至念支部設置進渉方の

申合せ1があ b共旨? 受けて蹄佳し? のである。

此鹿に於て本部では 5 月27日開催の評議員舎に

_ { tド書類と共に附議しf こ結果東海支部設立の件を

異献な〈決議し? こので近〈庚島支部の件と共に組

合に諮る運ぴである。一面名古屋にてば佐藤宝置

雨民始め登起人の方々が目下設立 iこっき諾設の準

備に i直進せられてゐるから‘ すこやかな東海支部

が誕生するのも近いうもと思はれる。

常 務 脅 ( 第 3 田)

時 3月6召午後2時一303子

所 本合別室

出席者銭高‘ 中西雨副合長‘ 木村A 鴻池‘ 志垣

須賀‘ 東畑‘ 藤木‘ 簸中‘ 岩尾‘ 棒回‘

竹中‘ 西山各常務

議 事

1， 協議合並に都合幹事委帰の件

2， 建築合館建設委員合法置並に委員委蝿の件

3， 事務員給奥に闘する件

4， 合員詮街

報 告

1， 各幹事舎‘ 委員合‘ 都合経過報告

2， 論文‘ 設計闘案懸賞募集審査結果報告

3， 建築命館建設に闘する件

4， 建築撃舎名栴費更の件

5 ‘  関西経憤連合舎長異動の件

6. 合計検査報告

7， 1月分舎計報告

常 務 舎 ぐ 第 4 回〉

時 4月10日午後2時一4時

所 本舎別室

11 . 1 席者竹腰合長‘ 中西副食長‘ 妹尾笠事‘ 尾崎

木村‘ 志垣‘ 藤木‘ 元吉‘ 鑑中‘ 岩尾‘

城ロ‘ 竹中‘ 中野各常務

‘議事，

1， 京都支部設立に闘する件

2， 東海‘ 中園南支部問題に闘する件

3， 出版幹事舎より申出の建築便覧の件
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4， 各事業促進に闘する件

5， 電話基本料増加の件

6， 合員註街

報 告

1， ｪ 幹事合‘委員合 Ｎ Ｎｾ合経過報告

2， 2， 3月分舎計報告

3， 事務員改正給奥決定の件

常 務 曾 ( 第 5 回〉

時 5月8日午後2時一4時10分

所 大ピル本合別室

出席者竹腰舎長‘ 銭高‘ 中西雨副舎長‘ 湾海‘

木村‘ 志垣‘ 東畑‘ 長尾‘ 鉱中‘ 岩尾‘

佐竹‘ 菅谷‘ 栗原‘ 西山

議 事

1， 京都支部議算に闘する件

2， 庚島支部設立申向の件

3， 委員合共他規程検討並に改正の件

4， 協議舎並1::: 部合規程作成の件

.5， 故片岡合長一週思に闘する件

6， 格身賛助員鴻池忠三郎氏逝去の件

7， 本年度事業計諸に闘する件

8， 合員詮衡

報 告

1， 4月分曾圭十報告

2， 建築舎館委員合経過報告

3  日本建築接合正副合長就任挨拶

4， 戦災復興院大阪出張所開設挨拶

評 議 員 舎 ( 第 1 回〉

時 5月27日午後3時20分- 4時

所 本舎別室

出席者竹腰‘ 銭高‘ 中西各正副舎長‘ 大村監事

石川純ー郎‘ 許議員外56名( 委任蹴出席

者共〉

議 案

第1競 昭 和21年度収支議算決算: 報告. . . 承認

第 Ｒ 抗京都お ｾｩｬ 牧支決算 三 闘する件…承認

第3蹴債島耕設置方申出の件リ承認、

緊念動議による追加議案

東海支部設置方申出件・・・・・・承認、

以上各議案は全部承認とな b ましたから近〈臨

時組、舎を開催して附議する漁定であちます。



定 款 改 1 E 委 員 舎

本年1月29日第 1 回委員会t開催以来5月28日第10

回委員舎で一躍改正案の成案を得? こので引績き細

則の改正に着手、すること、なり .ましに。倫改正定

款案は何等かの方法で舎員各位の御意見ｾｩｊ恵〈こ

とになるかと思ひますがその際は腹菰なき御意見

御申出でを期待いTごします ( 22，5， 30)  

京 都 支 部 幹 事 曾 ( 第 1 回〉

時 Ｕ 月 ＲＴ 日午後 Ｒ ｾ 時一 Ｕ 時

所 支部事務所ぐえラノ工務庖〉

出席者松井支部長小崎副支部長、小瀧、西山

林‘ - ' F-，尾‘ 本川、山内各幹事

協 議 事 項

1， 請負費金融通の件

2， 建築美化運動の件

3， 無料相談所開設出版計苗並に都市街

生化運動の件

4， 耐震補強の普及に閥する件

5， 見察合開催の件

6， 文化運動との「グイアップ」じ闘す

る件

7.. 支部合館建設の件

維持舎員入曾者氏名〈数字は口齢五十音順

安宅産業株式合意上( 町、 2苦海電東産業株式会批

ぐ8) ‘ 株式合枇箆沼組( 15) ‘ 津野物産株式合祉大

阪支庖 ( 5) ‘ 靭日管工業株式合祉大阪支庖 ( 5) ‘

株式合祉朝日工業祉 ( 5) ‘ 旭管機工業株式合祉

( 1) ‘ 旭工機株式含駐仏〉‘ 旭電機産業株式合祉

( 4) ‘ 株式合批新工務所 ( 5) ‘ 井上商庖 ( 1) ，

伊藤電築工業株式合位( 4) ‘ 株式合祉飯田組( 2) ‘

株式合駐池田組大阪支庄( 10) ‘ 石井建材祉 ( 1) ‘

稲葉慶一 ( 1) ‘ . 愛媛建材有限舎祉 ( 1) ‘ 合養食駐

柴興商合 ( 1) ‘ 株式合祉大医按口研究所 ( 5) ‘ 大

医電他産業株式曾枇 ( 4) ‘ 大阪電気工事株式含祉

( 4) ，株式合祉大阪電気商合大医暖房商舎( 13) ‘

大阪電機工業株式舎祉( 4) ‘ 株式合祉大林組( 25)

阿部商合 (1λ 株式合枇奥村組大阪支底( 10) 、加藤

工業所 ＨＱＩｾ 株式含祉鹿島組大肢支庖 ＨＲＰＩ ‘嘉納組

( 5) ‘ 紳崎組大医支庖 ( 1) 、合名倉祉木下商底

( 5) ‘ 株式合社木村組( 15) ‘ 木築喜代一 ( 1) ‘ 共

立電築工事株式合位( 1) ‘ 株式合枇桐回荷台( 5) ‘

近畿土木有限合祉 ( 1) ‘ 近畿電解工事株式合枇

( 15) ，工藤電気株式合祉 ( 8) ‘ 臓下仁三郎( 1 ) ，

栗原工業株式合祉 ( 8) ‘ 桑田硝子合奏舎祉( 10) ‘

株式合祉建材i位大阪支庖 ( 5) ‘ カナエ建材株式合

枇 ( 1) ‘ 株式合枇鴻池組( 25) ‘ 新 藤 久 孝 事 務 所

( 5) ‘ 株式舎枇粛藤省三商庖大阪支庖 ( 5) ‘ 株式

合祉政鍛工所(1). 三機工業株式合拡大阪支庖(9)

三建エ業株式合枇大阪支庖( 15) ‘ 三晃商舎は〉‘

株式会社三興需主 ( 4) ‘ 三和電気土木工事株式合・祉

( 4) ‘ 株式合社清水組( 20) ‘ 株式含枇滑水工業所

( 2) ‘ 島藤態支株式合祉大医支庖( 1ω ‘ 昭和温調

工業株式合祉 ( 2) ‘ 須賀工業株式合駐( 12) ‘ 株式

合枇銭高組。5) 大成建設株式合祉( 20) ‘ 大和工業

株式合位 ( 5) ‘ 大和石綿工業株式合祉 ( 1) ‘ 太洋

組株式合枇( 1 ) ‘ 第一工業株式合祉大医支庖( 旬、

株式合位高田商合大限支庖 ( 5) ‘ 高田電気工業株

式合枇 ( 4) ‘ 株式含祉竹中工務庖( 2a) ‘ 談陶株式

含枇大限支庖 ( 5) ‘ 鍛造建設興業株式命-祉大阪支

庖( 10) ‘ 株式合社東亙鍛工所くの‘ 東洋キヤ P ア

工業株式合祉大限支庖 ( 5) ‘ 株式合社東洋建材祉

( 1 ) ‘ 株式合祉富島組( 10) ‘ 内外通商株式舎拡大

限支庖 ( 2) ，中津英春 ( 1) ‘ 株式曾駐中島組( 15)

西久商活 ( 1) ‘ 西原衛生工業所太医支庖 ( 5) ‘ 日

建工業所 ( 1) ‘ 日産土木株式合拡大阪支庖 ( 1) ‘

日本建設産業株式合位。0) ‘ 日本石綿セメント製

品工業統帝l組合大医支底 ( 1) ‘ 日本陶織株式合枇

( 4) ‘ 野津石綿興業株式合枇( 10) ‘ 株式合位野津

幸三郎商庖( 10) ‘ 株式合祉萩原組( 10) 、株式合世

間組大医支庖( 20) ‘ 株式合祉橋本組( 15) ‘ 潰原豊

( 1) ‘ 医紳復興工業所 ( 1) 、 合資食位樋口腐唐

( 1) ‘ 扶桑工業株式合祉( 1) 、幅四利晴( 1 ) ‘ 株式

合祉藤木工務庖( 15) ‘ 藤木合佐藤田組大阪支庖

( 10) ‘ 株 式 師 拠 金 網 工 業( 5) ‘ 保坂工業所( 2) ‘

前田浩一郎 ( 1) ‘ 棋山工業期( 幻、士宮成土木建築

株式合祉大限支庖( 10) ‘ 株式食社松岡組 ( 5) ‘ 株

式合意t松村総( 20) 、三津商合 ( 1) ‘ 株式合位港電

機工業所 ( 4) ‘ 村山義・七 ( 1) ‘ 室谷商庖 ( 1) ‘ 株

式合位ヤマト電葉商食( め‘ 合資食祉山田工麓庖

( 5) ，山村電朱工業所く4)ι 山本電気工業新( 4)

山本窯業商庖 (4) ‘ 理研機械株式含祉大阪事務所

( 5) ‘ 理想建築株式含枇 ( 5) 、和光工業株式会位

。0) ‘ 和田組( 20) ‘
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兵庫舎勢幹事舎主催姫路城見皐

兵庫幹事舎では 4 月26日間質姉路白鷺携を見事F

し盛合裡に終つ? こ‘ 宮日の概況は下記の通 bであ

る。

平和の今日お誠の見事でもないと思つ先人もあ

ったらう。

然し今は鞍さの妓を見るのではな〈数少〈なっ

た園費‘ 平和の園家が保護する建造物否五百年の

歴史を持った建築土木を通じて古人の偉大さが見

察し? こかつにので、あつに。

既に花が散っ? こ後で‘ もあっ? こ。殊に此頃交通機

関の不如意の折からをも考へて参加者も少数に強

定したのであったが議定時刻に集合されにのはは

? こして14，5名でゐった。しかるに霊定後出殻せん

とする時は刻々に増して30部用意しに案内蓄は無

〈なつ? こ。追加しに10部の窮民も出切ってしまっ

7こ。

話を聞くとうさ線も山陽電車も故障があって 2 時

間飴 b不通となり或は質事に或は竜車に乗換へに

依ってやっと来られたのであっ? こ。

交通は不如意‘ 花は濯し‘ 何時でも見られる姫

路城‘ こ主さら‘ 雷日は特に故障のあった交通機

関乞排し参加された合員諸君に感謝すると同時に

大和民族の如何に平和l愛好‘ 史跡追慕の民でめる

かと云五、事を裏書された思ひであっ? こ。

公園に向って復興街を公園事務所 1::: 集合 し?こ。

変の門前樫の下に集合‘ 瀧樺幹事の城の外視に就

の大略の設明を聞き ‘ 入城しに。

陽和ら振る葉樫に按史涯、〈

披濠は乾れて蓮の輩が泥にさ、ってゐる 6

7}.:. 乾れて掘は背にあり花の散 り

大手門にか〉る。此庖は池田公が城主時代に築

技され ｦ こ所 ｾｉｾｾ の門である。

大手門花に上げ葉の蝶や舞ふ

豊公の築披嘗時‘ 石垣の石毛T地方民に供- 出を命

じ? こー糊引業を替む姥が己が使用する 引臼を自ら

さげて供出し7こ。秀吉は これを非常に喜び嘗時天

守閣石垣の一部にこれを積込んだのであ，- ; ) tこ。ぞ

れが今もそのま〉嘗時の悌 をE悲してゐる。

豊公を花 iこかにるや姥が石

いよいよ天守閣に登るのである 。これは明治時

代に一度修築されたものにして今では常時の修築

44 

E 材も何百年の材・も見分けのつかぬ百色になっで

ゐる。

天守よ b望むや花の復興街

天守閣を下城して西之丸に向ふ途上腹切丸を過

ぎお菊井戸に御殿女中の哀史を聞い? このである。

今も嘗時の哀史を語るお菊畠等の話がゐ h その

揺の愛生する樫の木も三代にな b今では花色咲か

ぬとの事である。

三代の花や淋しきお菊井戸

西の丸花粧櫓に向ふのである。此鹿は昭和 6年

園賓と指定せられ? こと同時に闘庫の財を以でほと

んぜ改築せられ美親そのものでめる。

千姫の哀史を花に西の丸

化粧櫓に入りて賞時秀額と別れ? こ千姫が本間; ' J : . 、

刻 iこ嫁1 . ; 嘗時忠刻は醤按の披主であった。千姫の

? こめにこの西の丸を築いたのである。将軍家より

化粧料として数高石を奥へられに。千姫ｾ守る殿

女局々が列んt: 廊下は百聞廊下と稽されてゐる.

百間廊下局々に風輩る

化粧機の御殿‘ 紋縁‘ 昼の敷きつめた寝殿』こ特

に昇殿を許され‘ これに座して瀧湾教授の我園の

按史に闘する講義を聴きて嘗日の見事舎を盛合裡

! こ終 h 記合品姫路按湾民 5通と姫路案内記を呈

して? 拝散したのであっ? こ。

葉棋に偲ぶ下妓ゃいろは門

総 bにのぞみこの見感舎の震に一方ならぬ御援

助を? 賜った石見姫路市長殴‘ 前回姫路庶務課長殿

姫 I.LI 公問事務所吏員諸君‘ 竹中工務唐‘ 鹿島組‘

清水組‘ 中島組の各姫路出張所長‘ 長谷川工務底

社長諸賢の御厚志に封し本誌を遁じて深甚の謝意

を表する次第であります。

日本建築常務兵庫舎勢幹事合副幹事長岩尾歩

月記 (22. 4. 2り

大 阪 舎 勢 幹 事 舎

前統掲載後の本幹事合事業は下記の通りであ

る。

一撃」主え瓦豆L色

三月九日雲室の寒い日奈良二月堂水取行事の内I

食作法と能堂ぞ有志の者が集って特別見畢ｾレ

? こ賞日は折よ〈ト皇太子殿下が御立寄り遊ば

す日で一同御選迎申上げる事も出来て一入意義

深きものがあっTこ。今や朝野をあげて食難問題



で論議されてゐる折柄行者遺の飽食の範堂体行

事や感謝と念悌の食事作法を見? こ事は叉費つ fこ

意味で商白い趣味の見壊であっTこ。 1年1度の行

事で多人数参翻が許されないもの故次披に共模

様をと紹ゴト再登場する強定でゐる‘ 詳し〈は共の

本誌を待? これにい。

懸賞閲実の展示と講演舎

強而募集し? こ大医市公館設計園案入賞作品の

展示舎と近藤博夫氏の都市復興講演舎を4月2日

清水組大医支庖講堂を拝借して開催した‘ 園祭

は将来の大阪市につき相首興味深〈参観された

が近膝さんのお話は時間の都合上建築技術者が

将来ω都市復興につき如何に重要イ世を負ってゐ

るかの寸百で明か物足りなさを痛感してゐるの

で機舎を得て此度は大医市長 k しての近藤さん

を轄し復興問題につき改めて御抱負や御意見を

拝聴したいと思ってゐる。

積寺地直進駐軍家族住宅見皐

強而南海市線演寺公幽一帯の地に漉沼組‘ ス

林組‘ 銭高組で工を急いでおられる 首題住宅の

見療を府特建謀の御斡旋の下に去る五月15日之

が見事を暴行 U こ‘ 近来新建築物の見事なぜ甚

し〈機舎が乏しいのと進駐軍住宅と云ふ一般に

見接出来ない所と五月晴れの嘗日の好天なぎに

恵れてか期せ守して 2∞名近い参加者を得主催

者並に格別の御世話念願つによ記三社側の諸準

備に大番狂を演出させ大饗御迷惑をかげると云

ふ嬉しき悲鳴を上げた程の大接合勺ゐった。 2

時木村幹事長開合挨拶後大林組宮村建築部長が

3 佐佐代表挨拶されに後下記の過ち 御闘係の各

スタツフより 懇切御可重な設明金聞き全員を三

班に分ち各社より各班毎に最名の御案内者i : ' 配

され第2期工事約60棟につき児暴し? こ q

説明。大林組上山土木係主任

七海建芽〈係主任‘ 岡田資材係主任‘ 関西配電

今井主任‘ 大限 j j ス別所課長各位

金基翠毘。三社より土木建築資材係の各設備西

原衛生工業所主任各位

基豊姐J i J i "o 敬舎‘ 劇場‘ クラブ‘ 感校‘ 家族住

宅‘ 商庖‘ 診療所‘ 消防署‘ 管理事務所‘ 給水

fホ ポ ン プ 室 ‘ ガ ソ 9 ンステーシヨン‘ 傭人合

宿及防潮堤。等

以上一巡見事後松林に設り，られ? こる休憩所に蹄

り三位より御接待の茶菓を受り/1、憩' し? こ‘ 木村

幹事長主催者側全代表し特建謀始め、三位に劃し

感謝の僻と暴力n倉員に挨拶を述ぺ三位倒よち宮

村氏代表答躍の。言葉あり? ごる後徴税随時散含し

? こ。倫此種見撃として今回の如き規則だっ花至

れ b量せりの懇切なる詑明と整然fこる組識を以

て御案内を頂いた事は全 t 始めであった。此鈷

誠に感激に酎へないのである。窓に重ねて御斡

旋役の特建課長以下諸官並命場青窮露共他御準

備や茶菓御饗慮等多大の御便宜と御厚志を頂い

に浅沼組‘ 大林組‘ 銭高組三位御関係各位に封

し厚〈厚〈御瞳申上げる次第である。

追市今後見製のプラン等掲載す る事が許され

る場合は機を得て誌上御紹介し? こい志のと思

ふ。 22. 5. 20. 木村大限幹事長記

.‘ ... ⑫ i  

建築便覧( ア長)

稜行進捗に就いて

前統猿告の便覧護行は目下原稿整理業他着

k 準備を' 進めてゐる。内容の宅建斜蒐: 集にも御

協力を煩はす次第である。特 lこ 職 域 別 業 者

案内欄の充責は各方面より多大の期待を懸げ

られてゐるがE 之か募集は容易な事でな〈一

軍に合員各位の絶大な御授助を御願ひする。

( 築内欄ーロ 500 囲内容概記前競参照〉

。 ? 象 約 募 集 。

備本便覧は現下の扶勢により相官経費を要

し一面紙材雛等の? こめ自然嚢宥も必要部教に

制限の計嵩である。合員各位には印刷質費

( 宜費は作成の上決定〉を以てお領ちする強

定であるから御希望の向は部教と氏名を至急;

お知らせ願ひ? こい。議約部毅以外は配本が出

来ない見込である

訣日本建築協舎

、出 版 幹 事 曾
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遵

島
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村

閏

競

下

記

井

久

井

前

者

を

亡

名

{  

「一

笠

荒

高

瀬

渡

上

亙

高

橋

藤

山

井

今

西

先脅畏片岡先生御一周年を担えで

故片岡合: p が忽然として長逝せられにのは昭和

二十一年主月廿六日栴雨 8よひの日であった。

首時工業合‘ 築舎並木舎の三者か公舎堂で盛大

な合同告別式を替ん ｲｾ のも‘つい此の間の様に思

ほれたが隙行〈駒の足はやみ質に光陰は矢の如〈

流れ既に一年ω昔となったのである。

片岡家に於かれては去る五月廿六日に桃山のお

邸でijjrfl 式によ b一年祭がおごそかに取行われたの

で本舎からは竹腰合長‘ 銭高副合長及大和書記長

が参拝し? こ。竹腰合長玉串奉典は協舎が設刺と新

鷲足して国土: 再建に奉仕せんとしてゐる現献を心

から報告色された事であちうい斤問先生の霊も

す〈す〈と登展しつ〉める協舎の有様をお悦びに

なってゐる様に想ひなされ訪御としてお姿を偲ば

れ感概無量の色のがあっ? こ。

5)  

詳う

5)  

詳〉

詳

詳

詳

詳

8， 

S， 

貞

本

間

口

田

永

永

他

辻

糸

鴻

潰

谷

富

成

繭

生前こよ左〈お慈〈しみになってゐられ? こ数多

いお掠様達が嘗日豆串ｾ捧げられ＿こ中にお小さい

方々のあさf けないお誇りのお姿がとてもお可愛ゆ

〈慨し〈も感じられ又一抹嚇しさも身iこせま

ったのである。去る者日に疎し故合長の噂色目と

共に薄らいで来たがあ・捜しになうた偉大な御事蹟

と協舎に重された数々の御功績は不滅であらうし

今後吾本舎がなすべき事業に営 b先生の御率蹟を

通じて示唆を受げ る事も多かるべし追慕の念禁じ

難い色のがある. 此底に御一年祭を迎え先生をお

偲ぴし共御冥踊と御遺族の御多幸ならん事を心か

らお祈 bする次第である。

蘭 香 各 部 屋 粛 と し て 悶 詞 か な

祭 す ん で 扇 の 昔 の 一 時 す

f 子
周

姫路披見事スケツ .ヂ

職時中製作中止の合員章が七月下旬出来る事と

なりました。銅材に銀メツキ上記型H犬のものです

見壊や各合合の場合は是非必要のものです、新入

舎の方や紛失されてゐる方は至念御申込下さい

代債ー個拾王国( 主主料一個五園)

靴 下 げ て 天 守 に 登 る 春 の 眼

西丸化柱部屋に登座

由 緒 き く 提 の 紋 に 薫 風 す

春 深 き 百 問 廊 下 渡 り け り

按 出 れ ば 暫 し ま ば ゆ き 薄 暑 哉

逝 〈 春 を 白 鷺 按 下 に 惜 し み け り
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編 輯 後 記。

再刊第二銃も 3. 4、5. 月の合併とし? 二、世情が

或程度落付いてあらゆる臨路の見透しがつ〈迄は

暫し合併説も御辛抱願ひ? こいのである、本蹴は義

に協舎が懸賞募集し十明日の都市復興論文と公館

地直設計圃集の入選作品を主材とし? こ、庭が今回

は掲載事項がかな ぜり多〈叉貴重な原稿色相嘗寄せ

られて喜ぴにTこえないが乍遺憾紙面の都合上渡部

圭吾氏め原稿はー訴を掲載し武悶健三氏の稿と共

に次披に譲る事となり誠に申語ないが不悪御許、し

願いたい。締切後頂い? こ藤田金ー郎氏並丹羽設子

さんの玉稿と共 lこ共競を期待され? こい。サロン復

活で砂か柔味が出来嬉しい事のーである、屑のこ

らない此種の稿を克も撤迎してゐる. 本合も各地

に支部が産れつ h あ b登展の意集に燃えてゐるが

此方面よーの言弾も一般の御投稿と併せて待望し

てゐる。か〈して命員各位の協合誌となる様ー屠

の御指導と御援助を希ふ次第である。

22.6. 1 . 幹事記。

建 築 と 赴 舎

第 2 8 輯 第 3. 4. 5 競

毎月 1 回稜行 責憤 1部 金10国

昭 和 2 2 年 7 月 1 0 日 印 刷

昭. ;f日 2 2 年 7 月 1 5 日 蛮 行

編輯蛮行人 ‘ 戸 川 弘

殻 行 所 摂 日 本 建 築 協 曾

大限市北直中之、島3の3朝日ピル

電話土佐堀ぐ44} 18指・お31番

電話稿島 (45) 2862--2867番

長 替 口 座 大 阪 39975番

却 制 人

印 刷 所

山 口 忠 司

株 式 合 経 大 洋 祉

大阪市西区江戸現上司[ 2の52

電話土佐堀( 44) 117:(1
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